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1. はじめに
移民とは，個人が平和的にその生活の場を外国に求めて，移動することをい
うのであるが，これは「定住移民（永住移民）」と「定期移民」とに分けるこ
とができる。そのうち「定期移民」は，また「契約移民」ともいわれ，主とし
1)本稿においては，当時の使用されている用語にしたがって，「殖民移住」「移住殖民」
という現在では，なじまない用語を使用する。その典拠は，榎本武揚・板垣退助など
の著作にみられる。
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て移住地において，農業労働に従事することで，労働力の不足を外国人労働者
の手により補足することにあり，一方，それに従事する労働者側にとっては，
その労働から得る賃金の本国送金を通じてのいわゆる「出稼移民」にあった。
もっともわが国で，最初に移民が行われたハワイでは，明治元年については，
「元年組」，ハワイ政府との契約によるものには「官約移民」 という区別なさ
れている。この移民指向は，国情により異にしており，主として，ィギリスで
は定住移民であり，中国では定期移民によっていた。わが国においても，ハワ
イ移民をはじめとして，定期移民を終始一貫してとり続けていた。ただ本稿に
おいて「殖民（あるいは殖民移住）」 という名称を使用することには，移民と
の間に若干の違いがある。それは国家事業としての殖民と，個人の自由な移民
への行動には違いにあった。この契約移民においては，政府の監督下におかれ
るけれども，国家の経済政策（人ロ・農業）には，何んら関係もしないし，また
貢献もするところがなかった。ただ自由な個人の移民を保護するという，一般
的な人身保護を強調するのみに終始し，積極的な殖民政策は，明治期を通して
みることができなかった。そのため殖民移住は，固家事業を，個人事業として
推進せざるをえなかったのであり，過去の外務省のとった政策との関係につい
て，詳細に検討してみることが必要ではなかろうか2)。 ここでとりあげるわが
2)この分野における研究業績には，つぎのものが挙げられるが，いずれも概観であるた
め，本稿において，関係するところは少ない。
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宮田 秀雄「ラテンアメリカヘの初期農業移民の研究」「富士論叢』第27巻第2号
昭和57年11月3日 富士短期大学学術研究会
宮田 秀雄「日本股業移民の研究」『富士論叢』第26巻第 2号 昭和56年11月3日
富士短期大学学術研究会
よしさ
また日本初の移民会社は，明治24(1891)年12月設立の日本吉佐移民会社であるが
この最初の移民事業については，
小林英雄『:;::.ユーカレドニアの日本人」 昭和52年11月15日 ヌメヤ友の会
がある。この事業は，榎本武揚の外務大臣時代に実施された唯一の契約移民である。
これ以後の契約移民については，
石川友紀「日本出移民史における移民会社と契約移民について」『琉球大学法文学部
紀要」社会篇14 昭和45年4月1日 琉球大学法文学部がある。
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国とメキシコとの関係は，明治22(1889)年は明治欽定憲法が発布されたのち，
経済的発展の必要から，いままでの国内移民（北海道移民）から，こんどは海外
移民へ方向転換する時期にあったし，国内世論もいわゆる「南進論」へ傾いてい
た。しかしながら東南太平洋地域については，すでに先進諸国によって植民地
に分割されており，資本輸出にともなう進出に余裕がないため，その対象を中
南米に，求めざるを得なかった。すでに，世界分割の終了している時点におい
て，日本の後進的立場を何んとか取り戻そうとする意欲がそこに現れている。
ここではわが国の移民政策の在り方から，・殖民移住の状況を述べ，榎本武揚に
よって行われたメキシコヘの殖民移住がどのような過程で実施され，どのよう
な結末を迎えたかについてとくに行政文書に基づいて，述べることにしたい。
このメキシコ殖民移住については，浅見登郎によって，古くから研究がなさ
れており， 『海外発展の実際」という大著にまとめられている3)。 それには現
また移民の数量的研究には，
猪間讃ー「戦前六十八年間のわが移民統計の概観」「経商論纂J_(中央大学）第60号
昭和30年2月28日 中央大学経済・商業学会
石川友紀「統計よりみた日本出移民」「地理科学」第1号 地理科学学会 昭和44年
5月20日 39-49ページ。
石川友紀「統計よりみた日本出移民」「地理科学」第14号 地理科学学会 昭和45年
12月14日 39-43ページ。
石川友紀「統計よりみた日本出移民」 『地球科学」第16号 地理科学学会 昭和47年
2月25日 25-32ベージ。
その他，概説書としては，入江寅次のものが代表的な著書としてあげられ，また外
務省領事移住部のものがある。
入江寅次「邦人海外発展史」（上）昭和56年1月30日 原書房〔覆渕原本昭和17年刊）
第11章 榎本子墨国植民地計画とその失敗
入江寅次『海外移住百年の歩み」 昭和43年1月 外務省領事移住部
「わが国民の海外発展』移住百年の歩み（本編・資料編） 昭和46年1月15日序文
I. 移住の主務官庁 (1)明治元年から昭和20年まで (261-265ページ）
外務省百年史編纂委員会編「外務省の百年」上巻 昭和44年7月8日〔原書房〕
3)浅見登郎『海外発展の実際」 宝文館 昭和4年 502ページ。
これには，下記の論文が掲載され，加筆・増補されて収録されている。
「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (1)「外交時報J551号107-120p.昭和3年1月15日
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在ではあたることの出来ない原資料をつかったものであるが，直接的な移住事
業の検討に止まっていることで，殖民事業が実施される前後の関係については
外務省関係文書にあたっていないことで，実施とその後の経過が，単に監督者
の報告による一方的な資料によっていることである。また同氏が原稿執筆中に
火災にあい，参考資料を消滅されたということに遺憾の意を表したい。これ以
後の研究には入江寅次，井沢実のものがあるが，いずれもラテン・アメリカに
ついての概説にすぎない。その理由は，資料的にも限界があって，これ以上の
ものは望めないからであろう。しかし戦後において行政文書が公開されること
になり，外務省側からの方策が明らかとなったことにより，直接的な行動より
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「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (2)『外交時報J557号116-126p.昭和3年2月15日
「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (3)『外交時報」 559号116-126p.昭和3年3月15日
「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (4)「外交時報」 561号127-147p.昭和3年4月15日
「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (5)「外交時報」 567号133-142p.昭和3年7月15日
「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (6)『外交時報』 568号112-130p.昭和3年8月1日
「榎本武揚とメキシコ移住計画」 (7)『外交時報」 570号139-151p.昭和3年9月1日
「榎本武揚とメキシロ移住計画」 (8)「外交時報』 571号123-133p.昭和3年9月15日
またメキシコ移民〔榎本移民を含む〕については，
井沢 実「ラテン・アメリカ諸国への日本移住史」資料56号 昭和40年 ラテン・ア
メリカ協会 (17-28ペー ジ）。
第2章 最初の誘い手メキシコ，その「定住植民」
第1節 あやしげな移民屋の来日
第2節 榎本武揚の持論と執念
第3節 さむらいの計算
第4節 65,000町歩の中の移民34人
がある。それに同著者が編集された
同編集委員会編『日本人メキシコ移住史」昭和46年 編集委員会
I. 榎本植民地 1. メキシコ移住の曙（井沢実）， 2. 榎本植民地の盛衰
（松田英二）， 3.つわもの共の夢の跡（松田英二）
の個所が，本稿と関係することになる。なおそのうち括弧内は，執筆者である。
また，同書中に，「資料10根本正の墨国探検報告書」 (428ページ）があるが， これは
根本正『墨国探検報告」（明治27年5月7日 外務省通商局第二課）の復命書の部分
のみを転載している・。この部分のみを移民関係資料として掲載する理由については，
何ら触れられるところがない。
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も，政府の方策を明らかにすることができることになった。
2. 榎本武揚の殖民計画
これらのメキシコヘの殖民計画は，基本的に榎本武揚の殖民構想にもとずく
着実なる実行計画にのみあった。この殖民構想は，彼の北海道開拓使出仕にお
ける北海道殖民にたいする現地調査の結果から生まれてくるものであり，これ
に引き続いて打ち出される「南進論」としての構想は，この時期においてすで
に形成され，その一部は政府の手によって実施に移されてはいたが，明治20年
の初めからの「内国殖民論」から，「海外殖民論」への移民思想の方向転換とい
う国内世論の高まりに対応して，これをより具体化するために行動されたもの
である。この時期にすでに開始されていた契約移民（出稼移民）のみにたよら
ず，それらの枠にとじこまれない殖民地を求め，「模範殖民」とするべき事業
を必要とする彼の意見が強く押しだされてくるのである。
まず始めに，彼の官僚としての経歴を，主として「顕要職務補任録」によっ
てみるならば，
明治5年 3月8日 開拓使四等出仕
明治7年 1月14日 海軍中将
明治7年 1月18日 12年11月6日 ー等特命全権公使（露国駐割）
明治8年 5月7日 日露樺太・千島交換条約調印
明治1舷F-9月10日 12年11月6日 特命全権公使兼補（二等）出仕（外務
大輔）
明治12年11月6日 13年2月28日 外務大輔兼特命全権大使（海軍卿二任）
明治12年2月12日 条約改正取調御用掛
明治13年2月28日 14年4月7日罷海軍卿
明治14年 5月7日 15年8月12日 宮内省御用掛 Cー等官）
明治15年 5月27日 15年8月12日罷 皇居御造営事務総裁（特命全権公使二
任）
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明治15年8月12日 18年12月22日 特命全権公使（清国駐割） （逓信大臣
二任）
明治18年12月22日 22年3月22日罷 逓信大臣（文部大臣二任）
明治20年 5月24日 華族子爵
明治21年4月30日 21年7月25日罷 農商務大臣（逓信大臣兼務）
明治22年3月22日 23年5月17日罷 文部大臣（枢密院顧問官二任）
明治23年5月17日 24年5月29日罷 枢密院顧問官
明治24年5月29日 25年 8月8日罷外務大臣
明治25年4月 25年8月8日 条約改正案調査委員会委員長
明治25年8月8日 27年1月22日罷 枢密院顧問官
明治27年 1月22日 30年3月29日罷 農商務大臣（足尾鉱毒事件の責任をと
り辞任）
となり，最後は，いみじくもメキシコ殖民の出発時期に，官僚としての任務を
終えている 4)。彼の「南進論」は，彼がロシア駐割特命全権公使のとき，山内
堤雲（友人，榎本武揚と函館にこもる，北海道炭山開発鉄道の事務を担当，逓
信大書記官，鹿児島県知事，のち官営八幡製鉄所々長）にあてた，書翰にみら
れる5)。 この内容は，三つの事項からなっているので，その書簡から以下のご
4)一戸隆次郎『榎本武揚子」 席山堂 明治42年1月 135ペー ジ。
加茂儀ー「榎本武揚一明治日本の隠れたる礎石ー」 中央公論社 昭和35年9月30日
加茂儀一編・解説「資料榎本武揚』 新人物往来社 昭和4年8月15日 418ペー ジ。
井黒弥太郎「榎本武揚伝」 昭和43年6月20日 みやま害房 418, 10ペー ジ。
5) 「榎本武揚文書』（国立国会図書館）
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(6)山内堤雲宛榎本武揚書翰写 13通（ペン書）の内，
山内堤雲宛 書翰 明治9年5月16日付 (6)-13には， 「書信中に表われたる榎本
武揚の朝鮮並南進論の大賂」の題名がある。
なお「榎本武揚」（中央公論社， 昭和35年9月30日） 238ペー ジ以下に， 彼の「南進
論」が解説されている。
また明治20年代の南進論については， さしあたりつぎの文献によられたい。
矢野 暢「「南進」の系譜」（中公新書 412) 昭和57年 中央公論社 220ペー ジ。
鈴木経勲「南洋探検実記」明治25年7月 博文館 333ペー ジ。
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とく分類して引用することにする。
(1)小笠原島へ管理二名を置かるるとの新報為仰知被下右は甚だ佳報，又横浜
新聞無人島の切抜甚だ「インテレステット」致申候，其故は日本南端より
琉球小笠原諸島へ幾那，珈琲，煙草等を種付且「ポリチカル」罪人並に破
廉恥に属せざる罪人三年以上禁固の輩を放て此群島に移する目論見を昨年
夏悉敷岩倉右府へ以私信建言し（右府甚納之而未暇施行卜云フ）
(2)夫より本年又々西班牙領「ラドローン」群島と「ペリュー」群島を買入れ
「グワャム」島の「サン，ィクナシオ，アガンナ」府を以て伊豆七島より
のー局として役人を派し置き幾那，珈琲，煙草等を植え罪人を移し，行々
は「パプア」大島（新ギ子ヤ）の一部と蘇禄賦島等を我有として南洋の小
島をカキアツメて我領地を広め我航海を印度及澳太利亜に盛にせんとする
の見込を陳せり
(3)「ラドローン」群島は現下西班牙政府の要地たらず，加ふるに其国騒乱之
余を受け，大貧窮たれば些少之金高を以て買入る>を得べし，現に過日上
野公使を以て（同人マドリッドに赴きし折を以て）西班牙国外務卿之内意
を尋ねたるに日本にて御望とあらば御相談可致と答たり，勿論上野氏は政
府の命には無之在魯日本公使よりの托言なりと断り置きたり（此件之建言
書頗紙数多くして今便進呈スル能ハズ）
とするものであった。
最初の建言は， 「日本南方二幾那珈琲及談婆姑植付之説」がそれに相当する
ものとみられ，実際には，談婆姑（タバコ）のみは，すでに鹿児島において試
験栽培されているので，キニーネ・コーヒの苗木 500本をオランダから取り寄
せ，琉球・鹿児島・大隅・薩摩• 宮崎・白川・高知・和歌山・足柄のそれぞれ
巻ー マーシャル群島探検始末
巻二南洋巡航日誌
志賀重昂『南洋略事」丸善商社 明治20年4月 196ページ。
明治20年10月(2版），明治22年10月（増補3版），明治24年2月（訂4版）
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県下において栽培したい旨の「伺」が提出されている丸
榎本武揚上申幾那珈琲樹等植付之義二付伺
（明治8年 5月25日権大属岡村良朗）
榎本武揚上申幾那珈琲樹等御取寄之義二付外務省へ御掛合案伺
（明治8年 6月 農務課）
ところがこの熱帯植物の移植は直ぐには実行に移されずに，小笠原島に内務
省出張所が設けられ，小花作助権少丞がその掛りとなったとき，暖国産植物移
植に着手することになる。ただこの移植は，田中芳男伺書によって移植が本格
化され，種苗もキニーネ・コーヒー・オリーブに，染色用としてのコチニール
飼養が加えられ，移植品目に若千の変更は加えられてはいる。しかしその建議
の基本となったのは，榎本武揚の建言に基づいているものといえよう。あとの
二つの移植品目についても，建言書が提出されているのであるが，現在のとこ
ろ未見である。しかし土地購入の建言の部分は実施されておらず，後に，殖民
協会の創立演説において榎本武揚は三人称をかりて，
今を距ること十六七年前我小笠原の島続きとも称すべき西班牙領の「マリ
アナ」群島及「カロライン」群島を買上げ尚進んで「ニウギ子ヤ」の一部
に殖民を試みんとする意見を建白したる人がありました処行はれなかった
さうです，其後「ボルネオ」の北海岸にして我九州地方と伯仲すべき「サ
パー」と称する土地を一百五十万円にて時の内閣と謀りました人があった
趣です，然る処不幸にして其言は用ひられ、ませなんだと申します，
と，過去に於いて政府へ提言したことを述べている”。
榎本武揚の移住殖民に対する基本的構想は，単に個人的な資格でおこなわれ
る契約移民（出稼移民）ではなく，まず国家がその目的のために，殖民土地を
確保することと，•そして殖民移住（永住移民）をおこない，その殖民事業を通
6) 「農務顕末」第六巻農業総合研究刊行会昭和28年第31 小笠原島
農林省農務局編『明治前期勧農事蹟輯録」上巻大日本農会 昭和14年
7) 「殖民協会報告」第1号 明治26年5月 榎本武揚の演説（明治26年3月11日）
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じての本国との貿易することにあった。そのためには，膨大な経費を必要とす
るため，これらの殖民事業は，国家事業の一つとして行なう必要があった。
' 榎本武揚が外務大臣在任中に計画され，それに関連した移民のための調査が
行われ，続いて実施に移された地域は，ニュー・カレドニア，ニュー・ヘプリ
ヂス群島，フイジー島，フィリッピン，豪州クィーンスランド，馬来半島南部
西海岸諸国，シャムと，本稿で主題とするメキシコであった8)。 また殖民協会
創立のとき，榎本武揚は，
殖民事業に関係ある報告書類につきましては，佐野常樹氏の「フヒリッピ
ン」群島報告書，上野領事の台湾報告，在新嘉披我領事館書記生斎藤氏が
「マレー」半島に殖民の意見書又は荒井氏高橋氏等の「ニウヘプリデス」
群島巡廻の談話等が随分沢山ありますし，取分け昨年（明治2_5年，引用者
註）墨西奇国首府に在勤の領事代理藤田氏，並に本邦より特派せし森尾恒
屋榎本等四氏の同国太平洋沿岸地方探検の報告書等は本会の為め最も参考
の価値ある者と認めます
と述べており，このような殖民情報が，入手されていたことを示している。そ
してメキシコの重要性について注目し，その参考になる報告書をあげている。
以下，主な移民事業を必要な限り資料に拠りながら順次経過を述べることにす
る。なお吉佐移民合名会社の契約移民の総てが，移民課の業務と関係づけるこ
とには問題があり，一部を省略してある9)。
1)フィリッビン群島 この移民調査には，佐野常樹があたっているが，
現在のところ移民課の依頼状況が不明である。『殖民協会報告』の第 1, 5 
号に掲載されていることは，報告書の掲載する場所をえなかったのではなか
ろうか10)0 
8)「移住思潮」 (2)一資料篇ー外務省中南米移住局 昭和40年12月 2ページ。
9)小林友紀「日本出移民史における移民会社と契約移民について」 「琉球大学法文学部
紀要」社会篇第14号 琉球大学法文学部 1970年4月 32ページ。
第4表 日本国契約移民関係一覧（主要送出地域）
10) 「事項ー六 移民関係雑件 一非島移民二関スル「マニラ」領事館報告」「日本外交
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2)ニュー・カレドニア島 同島のニッケル鉱石採集のため，ニッケル鉱山
会社）レ・ニッケルが日本人の契約移民の募集に応じたもので，榎本武揚の指
示により，吉佐移民会社（吉は，日本郵船会社副社長吉川泰次郎の頭文字，・
佐は，秀英舎社長佐久間貞一の頭文字からとられた）を設立して，移民契約
を締結し，明治25年1月6日には， 600名の移民が， 日本郵船会社の広島丸
で出発している11l。
3)ニュー・ヘプライズ島 現地のハウエル商会からの申し入れによるヘプ
ライズ群島，サントー島に労働者を移住させようとするもので， 1891(明治
24)年12月20日付の書状で始まる。名誉領事マークスを通じて外務大臣宛の
差し出された申し入れに対し，マークスに「ニュー・ヘプチイヅ群島之義ニ
付取調内訓之件」とし；調査を依頼しているが，「我邦民が永久移住ニハ至
極適当ニシテ将来頗）レ多望之地」とみていることであり，また直接に，回答
し， 「右ハ当方二於テ目下計画ノ植民事業二至極相当ノ場処」と評価してい
る。それに練習船として南方に巡航していた軍艦比叡にも調査を依頼してい
る。「ニウヘベリッヂ群島殖民二関スル要件」（比叡艦長森又七郎ヨリ榎本子
爵へ差出シタル報告）には，現地での石炭貯蔵庫の必要性を強調している。
榎本は，同年8月8日に外務大臣を辞しているので，この殖民事業は中止
となっている。その中止理由は，英国と仏国との植民地争奪の間にあって，
1888 (明治21)年に英仏間に条約が締結されているけれども，利害関係から
サント..,__島は両国のいずれにも属さない空白地となっていた。そのため在倫
敦大越領事から外務次官林菫宛の明治25年11月2日付機密第三号によると，
「該群島ニハ一定ノ政府ナキ故日本人民ヲ移スニ適セストノ事ヲ以テ日本人
文書』第二十四巻 自明治二十四年一月至明治二十四年十二月 日本国際連合協会
昭和27年3月31日
0比律賓群島視察報告書 ・佐野常樹 〔r殖民協会報告」第1, 5号 明治26年5,
9月 1-24, 1-48ページ〕。
11)小林忠雄「ニュー・カレドニア島の日本人ー契約移民の歴史」ヌメア友の会 昭和
52年1月15日
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移住ノ策止ミタリ」 と中止になった事実を述べているが， 「一定ノ政府ナケ
レバコソ該当住ノ英人ハ之レヲ日本帝国二居セシメテ日本人ノ移住ヲ希望ス
ルナルベシ」と英国に於ける意見を付している12)。なお英国と仏国との条約
については，「新希伯利的群島英仏交渉始末」として翻訳されている13)0 
4)豪州クインスランド インガム地方ウード・プラザース会社と吉佐移民
合名会社と契約による甘庶耕地の労働者であるが， 1892(明治25)年11月に
50人が出発している。そして 1897(明治30)年までの 6年間に約 1,000人が
送り出されている。契約は 3カ年であり，比較的待遇がよかったので，契約
移民としては成功した例である。なお同地の移民監督であった，小林直太郎
は，この仕事を終えたのち，メキシコ榎本殖民地の移民監督として草鹿砥寅
二と交代して活躍し，のちには小林殖民地と呼ばれるほどに発展している。
5)フイジー諸島（英領） 豪州シドニーのバーンズ・フィリップ社と吉佐
移民合名会社との契約移民で， 1894(明治27)年4月に 305人が出発してい
る。現地の気候条件が悪く，同年9月には脚気・赤痢・熱病のため，死者が
続出した。翌年には全員の引き揚げにより，終わりをつげた。現地調査の不
足による失敗であった。
6)マレー半島およびシャム 明治25(1892)年 5月15日付の書翰によるもの
で，在新嘉披領事館領事代理書記生斎藤幹は，駐割ドイツ青木周蔵公使（前
外務大臣）が赴任の途上， 5月10日に，シンガポールに立ち寄っだとき，マ
レー半島への移民とそのための調査の必要性が提言され，直接，榎本外務大
臣へ私信で伺書を出すことを示唆された。その伺書によると，
数ヶ月間各地方巡回之御沙汰相成リ別紙旅行］頓路伺案之通リ当半島中不取
敢英国領地及ビ保護地方ヲ便利能キ西海岸二沿テ視察仕リ現今ノ情況並ニ
向後我力帝国人民当海峡殖民地々方二来航スル者ノタメ永遠ノ目的ヲ考へ
12)外務省外交史料館所蔵文書〔三門八類二項二五号文書〕太平洋「ニューヘプライズ」
群島へ本邦労働者移住方「ハウエル」商会勧誘一件
13) 「新希伯利的群島英仏交渉始末」〔『殖民協会報告」第5号 明治26年5月〕
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愚見ヲ添へ詳細上申仕度候（後略）
とし，付属文書として「馬来由半島南部旅行順路伺案」（第一次旅行（即チ
西海岸旅行），第二次旅行（即チ東海岸旅行））が付されている。ところが 8
月8日に外務大臣の職を辞しているので，これを以て直接外務大臣として調
査を指示したものかは，不明ではあるが，移民課の移民調査事業として実施
されたことは明らかである。ただ榎本外務大臣の辞任のあと，すぐ 8月13日
には通商局長兼移民課長安藤太郎が，同じく辞任しているので，後任の原敬
がその事業を受け継いでいるのであろう。『殖民協会報告』第3号には，「馬
来半島移民に対する意見一班」として，青木周蔵独逸駐割公使，斎藤幹領事
代理，榎本武揚子爵のそれぞれ氏名を臥せたものが掲載されている14)0 
逼羅及び馬来半島への調査報告は，これから二年を経過した明治27年に刊
行されている。ただ遍羅は移民調査に就いての上申はされていないが，移民
課の付随的調査計画によるとみられる15)。
14) 0馬来半島南部西海岸視察の意見一班 在新嘉披領事代理斎藤幹 某子爵宛〔『殖民
協会報告」第3号 明治26年7月 1-7ペー ジ〕。
0馬来半島及遥羅国へ移住ノ企画〔『殖民協会報告」第1号 明治27年3月 73-74 
ペー ジ〕。
0馬列半島南部西岸諸国巡察記〔『殖民協会報告」第16,20,21,22号 明治27年8,12 
月， 28年1, 2月1-42,63-86, 27:--87, 33-71ペー ジ〕。
0英領海峡殖民地商況〔『殖民協会報告」第23号 明治28年7月 59-93ペー ジ〕。
15) 0 「遥羅国出張取調報告書』報告者：斎藤幹 外務省通商局第二課 明治27年9月
〔公第三拾七号〕
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也
明治廿七年六月十二日
在新嘉披二等領事斎藤 幹
外務次官 林 薫殿
0 「馬来半島南部西海岸諸国巡察記」第1-3, 4-6回 報告者：斎藤幹 外務省
通商局第二課明治27年10月
〔公第二十一号〕
旅行視察書差出書之件
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このような短かい期間における調査報告は，榎本武揚外務大臣の持論である
殖民政策の着実な実行と，彼の設置した外務大臣官房移民課の直接担当者安藤
太郎の勢力的な調査業務によるところが大きいものとみられる。
「南進論」の実施がなされる一方，移民の受け入れ体制が調っているメキシ
コに殖民移住が向けられることになる。これは「墨西其移住民条例」（明16;1-2. 
15)が，大統領プロフリオ・デイアス ProfrioDiazによって公布されてか
らである。これにより「墨是斯班移住論ノ義ハ一時本邦二於テモ種々ノ説ヲ相
唱へ侯モノ有之候」という論議が展開されることになった16)。その理由は従来
各地にむけて実施されてきた契約移民ではなく，永住移民であることが，移民
条件において勝れていたのである。このメキシコを殖民地として注目している
のは，榎本武揚だけではなかった。若山儀ーも，明治22年2月27日付で，大隈
重信外務大臣宛に「大隈外相に与へて南米拓殖を論ずるの書（仮題）」を送っ
ている。若山がメキシコおよび中南米の諸国に注目することになったのは，岩
倉遣欧米使節により派遣され，・アメリカに滞在していたころからであるが，こ
のたびメキシコとの通商条約が締結の運びとなったので，メキシコとの貿易を
馬来半島南部西海岸巡察記第壱冊別紙之通リ調製差出申候第弐回以後之分ハ浄写相
済次第順次呈出申侯第弐回以後之分ハ浄写会相済次第順次呈出可仕侯
明治二十七年三月十二日
在新嘉波二等領事・ 斎藤 幹
外務次官 林 薫殿
（以下復命書省略） ｀ 
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16) 「日本外交文書」第22巻 自明治22年1月至明治22年12月 日本国際連合協会
二，墨西寄国ヘノ移民二関スル件
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開くことよりも，その政府と確約して「植民」することが得策であるとするの
である。この基礎には，士族授産としての見地からさらに拡大され，植民政策
を建議しているのであるが（士族授産私議）， 当時の世論として，海外進出と
してのメキシコiこ焦点が定められていたことが反映している1_7)。
一方，メキシコとの通商条約が，締結されるとすぐに，墨国太平洋運輸会社
は，代理人シー，ヴヲーゲルを日本に派遣して，わが国との間に汽船運航の道
を開き，あわせてわが国の労働者を移住させたいとの意向で，来日し神奈川県
知事に出願申請したところ，神奈川県知事は，この件について，判断を下しか
ね，請訓を仰ぎたいとのことで，明治22(1889)年1月25日に外務大臣宛に書
面が提出されている18)。
その一方では，在サンフランシスコ領事館珍田捨巳領事が，翌23年10月，メ
キシコに現地調査に赴いた際に，鉄道工夫の契約移民としての出稼人の依頼を
うけている。つまり明治24(1891)年 1月22日付の外務大臣青木周蔵宛の機密
第一号報告に， 『墨国人「サルバドール・マロー」ノ提議二基キ「テファンテ
ペック」地峡鉄道事ノ工夫トシテ本邦労働者ヲ墨国二移住セシムルノ可否二就
キ上申』されている。この上申書は，柱刻に「在桑港日本領事館」のある14行
罫紙27枚に筆書されているもので，頭注に「此原文ヲ榎本子爵ノー閲二供スベ
シ」と添え書きされている。受信は，「明治24年2月10日接受」であり，当時，
榎本武揚は，枢密院顧問官の地位にあり，まだ外務大臣には就任0月治24年 5
月29日任）していないが，彼の殖民計画の構想は，このときすでに，政府部内
において周知のものとなっていたのであろう。この内容は，
17)若山儀ー「大隈外相に与へて南米拓殖を論ずるの書」（仮題）大山敷太郎編「若山儀
ー全集」上巻 昭和15年9月18日 東洋経済新報社
18) 「墨西斑国二於ケル本邦移民関係雑件」 〔三門八類二項六号文書〕 （外務省外交史料
館）のうち，
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(1)「テファンテペック」地峡鉄道工事
(2)「テファンテペック」地峡ノ風土
(3)サルバドール・マロー氏ノ契約書案
(4)マロー氏ノ人物及財況
とあったが，結局のところ，経営者の人物が問題であった。
・997 
この墨国太平洋汽船会社は，テファンテペック地峡鉄道の請負人サルヴァド
ール・マローでもあり，その設立の目的は，東洋よりの鉄道工夫を雇傭するた
めの手段として，設立したものであった。
外務省は， 「無資，無智ノ労働者ヲ外国人ノ手二委シ，渡航致サセ候ハ頗｝レ
危険ノ恐怖二候故」に，請求を拒否すべきであるとする19)。最終的には，榎本
武揚外務大臣の管轄にまで，決定が延びることになるが，汽船会社の資格問題
から，この契約は解消されることになり，この時期の移民については，当然の
こととして拒否されることになる20)。
3. 在外公館組織と領事報告
このメキシコとの外交関係が成立するのは，明治21(1888)年2月10日に，
睦奥宗光を駐米公使に任じ， 同年11月30日には， 「日本国及び墨西班合衆国間
修好通商条約」なる条約がワシントンにおいて，全権委員の特命全権公使陸奥
宗光と，メキシコ側全権委員の駐米特命全権公使マチアス・ロメロとの間に，
調印をみてからである。わが国は，はじめてこの条約によって，幕末以来の念
願であった対等の平等条約をもつことになった。条約は，同23年1月29日に批
准され，同年7月17日に，勅令公布された。この条約は， 14カ条からなってお
り，
19) 18)と同じ。
20) 「事項一九 六英国政府ノ殖民政策調査書」「日本外交文書」第二十四巻自明治二十
四年一月至明治二十四年十二月 日本国際連合協会 昭和27年3月31日
「英国殖民及移住に関する報告」のうち，第三 移民教示局 (EmigrantInformation 
Office)の組織及其意見 の項がある。
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第1条永久無窮ノ平和親睦
第 2条外交官及領事官
第3条通商航海滞在居住
第4条営業及職業ノ特権
第5条殊遇特権及免除
•• 第 6条諸税賦課
：第7条輸出入物品及其税金
第 8条法律及裁判管轄
＇ヽ第 9条本条約ノ有効期限
：，第1~ 条約用文
•• 第11条批准書交換地
を規定している。なおこのとき「機密特別条款」が同時に締結されている。そ
して明治23(1890)年2月4日から公使館の業務を開始するが，はじめは現地
に公使館が開設されず，在ワシントン公使館が「兼轄墨西班」の任にあり，特
命全権公使建野郷三が兼任している。また在サンフランシスコ領事館の所轄に
おかれ，珍田捨巳総領事が領事事務を兼任していた。榎本武揚が，外務大臣に
就任（明治i4年5月29日）すると，メキシコにまず領事館を設置するべく，明
治24年7月23日に請議がだされた。以下，メキシコ領事館設置と領事代理とし
て藤田敏郎が赴任，，公務を開始するまでの経過は〔表） 1. の通りである21)。な
お榎本は，領事館経費を十分に考慮に入れず，強力に設置をおし進めた。
，、領事館が，設置されたのち，政府（外務省）への報告書（ここでは『領事報
告』）が作成されるための現地における人事組織をみるために， メキシコにお
ける公使館・領事館の人的構成を『職員録』『顕要要職務補任録」によって組
織構成をたどるならば， C表） 2. のような経過と～なる。ただ『日本外交史辞典』
との日付の間に一致をみない部分がある。
21) 「各国駐在帝国領事任免雑件」〔六門一類五項第六号二九〕（外務省外交史料館）
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〔表〕 1. メキシコ領事館設置経過
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年月日
? ?
明24.7. 23 /外務大臣榎本武揚より， 内閣総理大臣伯爵松方正義宛， 〔親展達第559号〕
「通商上同国二帝国領事ヲ駐制セシムルノ必要有之候二付同国都府墨西奸
二領事館新設相成度」設置閣謙。
明24.1. 25 I稟議「彼我通商上同国二帝国領事ヲ駐割セシムルノ必要有之二付同国都府
墨西奸二領事館新設セラレタシ」
指令按「墨西野国墨西研二領事館新設ノ件請厳ノ通」
明24.8. 3 I内閣総理大臣伯爵松方正義， 「外務大臣請議墨西寄二領事館新設ノ件右謹
テ奏ス」
明24.8. 4 内閣総理大臣伯爵松方正義，「墨西班国墨西奇二領事館新設ノ件請議ノ通」
明24.8. 4 墨西奸国墨西奸二領事館ヲ新設ス（「公文類衆』第13編巻之9,外事門国際）
明24.8. 8 裁可
明24.8. 10 「告示墨西寄国墨西野二帝国領事館ヲ置ク」〔官報案〕
明24.8.20 外務大臣子爵榎本武揚より， 在米特命全権公使建野郷三宛， 「墨西班二領
事館新設裁可之件通知」
明24.9. s I外務次官林菫より領事代理藤田敏郎宛， 「墨西奸二領事館新設ノ儀同国政
府へ通牒方建野公使へ訓令ノ所，回付ノ件」
明24.9. s I外務大臣子爵榎本武揚より，在米特命全権大使建野郷三宛，訓令「領事館
書記生藤田敏郎，領事代理トシテ墨西班二駐在ノ件，同国政府へ通知方ニ
付，訓令」
「今般我政府二於テ墨西好合衆国墨西寄府へ帝国領事館ヲ新設スルノ必要
二慮リ領事館書記生藤田敏郎ヲ領事代理(ActingConsul)二命ジ該府二駐
在セシメ便宜帝国領事ノ事務ヲ代理」
明24.9.19 I 〔公信第86号〕在米国特命全権公使建野郷三より，外務大臣子爵榎本武揚
宛， 「墨西紆国墨西好二領事館新設ノ件客月八日裁可相成候旨送第六四号
ヲ以テ御通牒之趣正二了承候伯テ右墨国篇府へ通知方別紙甲号ノ通リ取計
-候処別紙乙号ノ通回答有之候間此段及御候也」
明24.10. 12 I午前6時30分，墨府着任。
〔公信第1号〕在墨国墨都領事代理領事館書記生藤田敏郎より，外務次官
林菫宛， 「小生義本月六日午後二時三十分桑港出発， 同十二日午前六 三
十分墨府着任， 即日イツルビデー旅舎 (Hotel ltuebide 1 Calle 悶~n
Francisco, Cuidad de Mexico)二於テ公勤」
明24.10.14 外務大臣，府知事を訪問，着任挨拶。
明24.10.~ 「余（藤田敏郎，引用者註）は井上一男と墨府に赴き，領事館を開き，最
25. ・3 初半年は経営予算無き為め下宿して事務を執りたり，事務は在留人一人も
無ければ，専ら国情を研究し報告すること，語学の練習をなすものにて，
毎日三時間宛教師を聘したり」22)
〔表〕 2. 在メキシコ公使館・領事館組織
事 項
〇明治21年12月10日現在米国華盛頓公使館特命全権公使
〇明治22年12月10日現在米国華盛頓公使館特命全権公使
氏名
陸奥宗光
陸奥宗光
22)藤田敏郎『海外在勤四半世紀の回顧」昭和 6年 7月21日 教文館
安藤太郎序文〕
〔大正12年12月
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事 項 氏
?
〇明治23年2月4日兼務 (23年5月17日農商務大臣二任） ． 
墨国駐割公使兼務
〇明治23年12月10日現在米国華盛頓公使館兼墨西噛特命全権公使
米国桑港領事館兼轄墨西寄領事
書記生
??????
〇明治24年4月6日兼勤 (27年7月28日） 米国華盛頓公使兼勤
〇明治24年8月10日駐割 (27年8月8日罷）
墨西寄国メキシコ府領事館領事代理・書記生
建野
藤田
郷三
敏郎
建野
藤田
郷三
敏郎
〇明治26年1月11:屑嵐米国華盛頓公使館兼墨西班
墨西寄国メキシコ、 事館
領事代理・領事館書記生 出納物品会計官吏
特命全権公使 建野
藤田
郷三
敏郎
???? ???
栗野慎一郎
0明治28年11月10・日醤在米国華盛頓公使館兼墨西奇特命全権公使
墨西寄国墨西班総事館総領事出納及物品会計官吏
領事館書記生
栗野慎一郎
室田義文
野間政一
〇明治29年3月31日駐割 (33年10月2日待命）在墨西奇駐割弁理公使
〇明治29年11月11日現在墨西班総領館
総領事兼外交事務官出納官塁
室田
室田
義文
義文
轄秘露 室田 義文
室田義文
林曽登吉
山口増蔵
甘利造次
0明治32靡2月1日現蘭在墨国公使館兼轄秘露
理公使兼総事
外務書記生 ・
????????
〇明治33年4月1日現在
〇明治33年5月12日現在
〇明治33年12月5日現在
在墨国公使館兼轄秘露
??
弁理公使兼総領甕
公使館二等通訳目
外務書記生
公使館三等書記官
弁理公使
??????
??
?
〔註〕
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通商関係についての本国（外務省）への正式報告『領事報告』は，現在の駐
割領事業務の一つであった。この人事体制からみると，この在任期間において
領事代理藤田敏郎が，最も勢力的に活躍しているわけで，本国へ多量のメキシ
コに関する『領事報告』を送付している。藤田敏郎は，東京商法講習所を卒業
し，共同運輸会社会計課に勤務，同講習所（この時には東京商業学校）の校長
であった矢野次郎に外務省に入ることをすすめられて，明治18(1885)年5月
29日付で外務省書記生となり，翌6月5日山城丸により，在ホノルル領事館勤
務となる。当時のホノルル領事は安藤太郎であり，そのとき以後，上司との協
カ体制ができあがる。明治21年12月に在サンフランシスコ領事館書記生とな
り，ついで在メキシコ領事代理をつとめる。サンフランシスコ領事館在勤中，
「墨国移殖民有望ノ建議」をし， 「我純農者の移植するは同国に在りて，米国
の如き亜細亜人種を好まざる国に非ずとなし，墨国との条約締結を機会に人を
派し同国の事情を調査研究せんことを，外務省に建議」した。直接の上司は榎
本武揚外務大臣，安藤太郎通商局長であったが， 「このとき此議を容れ，余に
命じ，予備的調査と西班牙語の練習をなさしむ」としている。そして在メキシ
コ領事館領事代理として赴任することになった23)。その後任として着任した総
領事室田義文は， 明治11(1878)年10月サンフランシスコ領事書記生を最初
に，天津，ホノルルに在勤ののち，明治19(1886)年6月釜山総領事館総領事，
榎本武揚外務大臣中には，会計局長（明治24年5月29日より8月16日の会計局
廃正まで），大臣官房会計課長，さらに自ら進んで釜山総領事館総領事となり，
陸奥宗光外務大臣の指示により，明治27年12月より，在メキシコ総領事館総領
事 (30年3月より弁理公使）となった。明治33年に請暇で帰国するまで，詳細
な領事報告を送ってきている24)。
23)また明治26年5月25日付で陸奥宗光外務大臣に「墨国へ移住民誘導ノ件」の上申をし
ている（『殖民協会報告』第5号 明治26年9月）。
24)室田義文（弘化4~昭和13,1847~1983)は，旧水戸藩士族室田平八の次男，一次郎
（のち喜三郎，義文と改名）として生まれるC
明治3(1870)年外務大丞，丸山作楽に随行して樺太出張（太政官出仕）。
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その年度別の報告回数をみると， （表〕 3. のようになり，明治25~6年およ
び明治29~30年に，そのヒ゜ークがみられる。
〔表〕 3. 在メキシコ領事館領事報告
年度 報告領事館名 I 報告数 I総報告数
明治21 桑港領事館 ゜ 3 明治22 桑港領事館 4 16 明治23 桑港領事館 1 6 
明治24 メキシコ府領事館 1 ， 
明治25 メキシコ府領事館 26 41 
明治26 メキシコ府領事館 23 36 
明治27 墨西班総領事館 1 11 
明治28 墨西奸総領事館 6 12 
明治29 墨西寄国領事館 23 25 
明治30 墨国公使館 32 39 
明治31 墨国公使館 ， 16 
明治32 墨国公使館 11 13 
〔註〕報告回数は，掲載年度によって集計し，政府刊行物掲載総数
をあげ， そのうちの単純な「領事報告」掲載回数を抽出し
た。
同年10月外務省出仕，翌年洋語学所で露語を学び，
明治5年6月外務少録。
明治1年10月サンフランシスコ領事書記生を最初に，天津領事となる。
明治17年7月ホノルル領事（但し就任せず）
明治19年6月釜山総領事館総領事
明治24年5月29日より明治24年8月16日まで会計局長〔会計局廃止まで〕
明治24年8月16日より大臣官房会計課長
明治27年12月には，在メキシコ総領事館総領事（陸奥宗光外務大臣の指示による）
明治30年3月31日には，メキシコ弁理公使
明治33年10月2日請暇により，帰国。
伊藤博文に勧められて財界入り，百十銀行頭取，北海道炭鉱汽船取締役などを歴任し
た。
関係著書として，生前に脱稿されていた伝記に，
田谷広吉・山野辺義智編「室田義文翁諏」昭和14年1月20日 常陽明治記念会 341,
・38ページ。
がある。
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この数字は，（別表〕 1. から在メキシコ領事館領事報告を集計したものである
が，二つのビークが示すものとしては，明治25(1892)年からの増加は，メキ
シコヘの殖民を目的とする現地への関心が高まり，榎本武揚外務大臣の意向に
沿って現地に調査団を派遣しており，• それに対して領事代理藤田敏郎などによ
る現地調査が開始される時期であり，盛んに関係者の調査報告が，もたらされ
ている。ところが藤田敏郎の在任期間（明治24年-8月10日~27年8月8日）が
経過して，明治27年後半から急速に報告数が減少するのは，総領事・領事館書
記生がいずれも帰任中（領事制度の改正にともなう）であり，つづいて領事官
の増加に伴う大異動があり，その交替時期にあたっていることに，起因するも
のであろう。
また明治29(1896)年からの報告数の増加は，殖民協会による殖民地の購入
とともに，いよいよ殖民協会（会長榎本武揚は，このとき農商務大臣）による
移民が開始される時期でもあり，・一般の関心はメキシコに集中していたものと
みられる。この殖民開始時期にあたって，現地の詳細な経済情報が必要であっ
た。その直接の任にある総領事室田義文は，榎本武揚の個人的代理として，メ
キシコでの殖民契約の締結をし，およびその実施に関係して，多くの現地情報
を，正式の報告としての『領事報告』を送るとともに，別に関係情報を殖民協
会にもよせている。そして明治30年3月31日にメキシコ総領事館から公使館へ
昇格するが，これは小村寿太郎外務次官（政府委員）が，同年 1月22日の衆議
院で設立理由を述べているがごとく， 「移民事業ノ実行上， 中央政府卜交渉ヲ
シマシテ，出来ルダケノ便宜ヲ与ヘテ貰フト云フ働ヲセネバナラルノデアリマ
スカラ，総領事ヲ置キマスルヨリモ，寧ロー歩進ンデ弁理公使ヲ置キマシテ，
是ヨリ十分ナル働ヲ為サセル」ためであるとしている25)0 
しかし明治31年以後に，また報告が減少するのはメキシコ公使館が，ペルー
をも兼轄することになり，新しい公務が増加しメキシコ関係の報告は減少せざ
るを得なくなったためであろう。
25) 「第十回帝国議会衆謙院速記録」第10号 明治30年2月16日 内閣官報局
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4. 政府の報告書
現地に駐割する領事の報告が，外務省に対する正式報告であり，民間への伝
達がこの時期であるならば，『通商報告』『官報』『通商彙築」とへ，順を追って
掲載されるのであるが，それとはまた別に日本政府は，殖民を目的とする情報
の収集として，積極的に現地に調査員を派遣してメキシコの詳細なる現地調査
を実施し報告書を刊行しているが，これらの報告書が，どのように殖民を指向
する一般大衆に公開され，普及をみたのであろうか。ここではそれらをも含め
て，復命・報告書など政府への書類作成経過をたどりながら，まず現地調査の
過程をみることにしたい。
なおメキシコ殖民については，すでに 1883(明治16)年12月15日に，『墨西
奇国移民条例」 4章31款からなる法令が公布されているから26), 殖民に対して
は門戸が開放されており，さらにこれを意図して日墨間に通商条約の締結をみ
たのであるから，メキシコ政府の了承と協力のもとに十分な現地調査ができた
のであるが，それにしても明治20年代のはじめには，わが国にとっては全く未
知の国といってよかった。
ところがこのような現地調査の経費については，領事館庁費をもって支出さ
れるのではなく，外務省の機密費によってまかなわれている部分がみられる。
26)この条例は，公布〔1883年（明治16年） 12月15日〕されたのち，すぐに翻訳・ 刊行さ
れず，『官報』（第1827,1828号）明治22年8月1,2日に掲載され，その部分が切抜
されて．「松方正義文書」に収録されている。
「松方正義文書」第51冊殖民，一般
ー，墨西班国移住民条例（明16.12.15) 米桑港日本領事館報告
前文に「墨西其国の状勢は目下世人の聞知せんことを欲する所のものなれは，今左に
在桑港本邦領事館よりの報告に係る同国移住民条例を掲げて参考に供す」とみえる。
ーところが「殖民協会報告」第26号（明治28年6月）には，古い1877年（明治10年）発
布現行法律〔墨国領事館訳〕が掲載されており，また「墨国移民要覧」（外務省通商
局 明治28年）にも移民之部の最初に，同様のものが掲載されている。そして『墨国
事情』（東洋社 明治24年）には，付録第二に 1883年（明治 16年） 12月15日公布のも
のが掲載されている。しかし内容は，同じである。
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それについて衆議院では，「既二昨年（明治24年，引用者註） ノ議会二於テ榎
本外務大臣が演説セラレタ如ク，政府ハ熱心二鋭意二機密費卜云フ様ナ執レカ
御機密ノ事情モゴザイマセウケレドモ，探検費卜言ハズニ機密費ノ名ヲ以テマ
デ，ャラウト為サレタ事」があったとしている 27)0 
1)珍田捨巳『墨其西薔国出張取調報告書』
メキシコとの通商条約成立ののち，わが国の殖民を奨励するために，まず現
地の調査が必要であった。同国の傾事事務は，とりあえず在サンフランシスコ
領事館が担当したので，珍田捨巳総領事が現地調査に派遣されている。そのと
き帰任中であった珍田捨已総領事は，明治23(1890)年10月14日付にて「任所
桑港へ着ノ上事務都合見計ヒ墨西寄国へ出張スヘシ」との出張命令がだされ，
いったん在サンフランシスコ領事館に着任したのち，すぐに 11月26日にメキ
シコに向けて出発，同府（メキシコ市）およびリア）レ・デル・モント，パチェ
ヵ，ゴツダラハラ，セラオなどの諸港を巡回し， 24年 1月13日にサンフランシ
スコヘ帰任している。
この関連文書は，外務省外交史料館に「墨国農工商業二関シ珍田総領事取調
報告一件」〔三門五類十二項一号〕として， その一連の関係書類ともに加蔵さ
れている28)。
まず命令書による調査の「墨西班国農商工業二関スル調査項目」としては，
1. 風土人情文物及普通ノ国語
1. 中等社会生活ノ程度
1. 商業取引上一般ノ成規及慣習
1. 諸会社ノ組織並二内規
1. 鉄道，電信及海陸運輸交通ノ便否
27) 『衆議院議事速記録」第11号 明治25年5月26日 植民探検費二関スル建議案
28) 「墨国農商工業二関スル珍田総領事取調報告一件」 〔三門五類十二項一号文書〕 （外
務省外交史料館）のうち，
「珍田領事墨国へ出張農商工業二関スル取調報告ノ件」
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1. 本邦卜墨国諸港卜通航連絡ノ便否及其運賃
1. 本邦卜墨国トノ間二直接定期航路ヲ開クノ当否
1. 本邦ノ物産ニテ墨国各地ノ市場二売買セラル）レ者ノ種類，価格，及将来
同国へ輸入ノ見込アルモノノ種類
1. 従来墨国ヨリ本邦へ輸入シテ利益アルベキ物品
1. 海関二関スル事項及関税蔵敷料
1. 本邦卜墨国トノ為替取組ノ都合
. 1. 実利ノ割合
1. 海上保険ノ割合
1. 委託販売ノ方法並二ロ銭手数料
1. 商店住宅借入ノ諸費用及雇人ノ給料ノ通常生活二必需ナル物価
1. 鉱山事業ノ概況
1. 機械場及製造所ノ概況
~- 農業ノ概況
1. 土地売買及貸借ノ方法
1. 耕地ノ価格及収税ノ方法
1. 鉄道工事ノ形況，鉄道ノ資本，架設請負ノ方法，工夫ノ給料
1. 工夫其他労働者移入ノ得失
があげられ，通商貿易上の必要調査事項を挙げている。とくに，最後の 2項目
は，通商条約締結後，直ちに申入れの•あったテファンテペック鉄道工夫麗入れ
の問題に関連するからであった。これに対して復命書は，命令に沿った完全な
ものではないが，調査項目に従って調査され，ほぼ所期の目的が達せられてい
るものとみられる。それによると報告は，機密書としており，そのためか「報
告書」は，一部を残して印刷に付されずに終わったものとみられ，原本として
保存されているものは，柱刻に「在桑港日本領事館」と印刷されている13行罫
紙94枚に毛筆で書かれ， 2回に分けて報告されたもので， 2冊に分けて綴られて．
いる。その内容は，
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（機密第二号）報告書第壱号 墨其西班国出張取調報告書
土地地形・広狭・気候・人民
制度 政府・兵制・教育・法律
商業外国貿易・交通運輸（墨国ノ鉄道，墨国ノ汽船便）
収税（関税・自由地帯）
商業割報金融物価
日墨通商 日支布墨開航
〔機密第三号）報告書第二号墨其西斑国出張取調報告書
1007 
（明治24年 2月26日）
工業
農業繊維植物珈琲牧畜
となっている。資料の多くは，「政府規則」「統計資料」によっており，実際に
現地調査による見聞記録の部分は，調査期間の関係もあったのであろうが，比
較的小部分に止まっている。 ＇ 
なおこの報告は，同題名「墨西寄国出張取調報告」として単行化されている
ようであるが，現在のところ未見である29)。
また（機密第一号）として，「墨国人「サルバドール・マロー」氏ノ提議ニ
基キ「テファンテペック」地峡鉄道事ノ工夫トシテ本邦労働者ヲ墨国二移住セ
シムルノ可否二就キ上キ上申」という上申書が付属している。むしろこの復命
書が最初に送付され「不取敢右一件＝関シ拙官視察ノ結果ヲ報告シ井セテ愚見
ヲ開陳致ス次第二御座侯」としている。これについては，すでに第2章におい
て取り上げたが，これがメキシコとの「契約移民」の最初の申し入れに対する
回答を用意するためであった。
なお明治25年 1月までに『官報』に掲載されたものは，その報告の目的に応
29)殖民協会の設立に際して， H本移住組合から寄贈された図書のなかに， 『墨西奇出張
取調報告」がみえている（『殖民協会報告」第1号）。ところが題名は「報告書」とな
っており，『書」が省略されている。
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じて，小冊子の報告書として刊行された。現在のところ 2)~ 4)までの冊子
が発行されているが，刊記を欠いているものの移民課の発行にかかるものであ
ろう。その報告には，つぎの表のものが，それぞれの項目にわけて収録されて
いるが，これに対して藤田敏郎は明治24年10月13日に着任してから，勢力的に
現地の実情について調査を行い，わずか 1カ月後から，逐次，報告を外務省に
送ってきている。ただ項目によって報告が多量であるため，『官報』には分割
掲載されているので，それを講読者が逐一，読んだかについては問題である。
そのためこれ以後の報告は，『要覧』として発行されることが試みられたので
あろう。ただこれらの発行部数については明らかでない。
〔表〕 4. 『官報』「外報」「通商報告」欄掲載のメキシコ関係記事
番号 1現地報告月日 1官報番号 1官報掲載月日 1 内 容
1 I明24.1. 19 I 2sso I 明25. 2. 9 1 0墨程口西及其船里程賃国通，墨商上西其二関国及スル桑要港件間ノ人里
2 I明24.12. 10 I 25s1 I明25. 2. 10 I o墨西其国二於ケル欧米人ノ商業
I 
3 明24.1. 19 2582 明25. 2. 12 
4 明24.1. ,19 2583 明25. 2. 13 
5 明24.1. 19 2584 明25. 2. 15 
： I ［続J墨西其府各商工業店数
6 I明24.12. 10 I 25s5 I明25. 2. 161 0墨〔続西其〕墨国西二於其国ケ銀項米最人況ノ商業
7 I明24.1. 19 I 2sss I明2s. 2. 11 I o墨〔続西其〕国通商上二関スル要件
s I明24.12. 2a I 2s91 I明25. 2. 231 0墨西其国農業概況
9 I明24.12. 231 2592I 明25. 2. 241 0墨西其国農業概況〔続〕
10 I明25. 1. 151 26171明25. 3. 2410墨国太平洋海岸諸港貿易最況
1 I . I 26181明25. 3. 251 0賃金及産業概況
12 I明25. 1. 151 2619 明25. 3. 26 0墨〔続国太〕平洋海岸諸港貿易景況
〔註） 前文には同地駐在帝国領事代理書記生藤田敏郎とみえる。
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2) 『墨国商況報告』 （明治25年1月力） 外務省通商局編 39ページ
刊記不明であるが， 「明治25年1月」の外務省通商局による前文がついてい
るので，その時期をへだてない期日の発行であろう。前文には「嚢二我商業家
某ニハ墨西班国二日本雑貨販売ノ見込ヲ以テ左ノ疑点数項ヲ作リ之ヲ在墨国我
．領事二質問シクル処近頃同領事ヨリ右二対スル説明ノ外猶ホ本邦商業者二参考
クルベキノ報告ヲ送付セリ因テ荻二併記シテ読者ノ一覧二供スベシ」としてい
る。その商業者の姓名は不明であるが，貿易関係者とみられ，メキシコとの通
商貿易を営むことを目的として，外務省通商局を通じて問い合わせたものであ
ろう。その「疑点」とは， 16項目にわたっており，
1. 都府ノ人口
1. 近県ノ重ナル場所及ビ人口並二都府ヨリ其場所ノ里程
1. 桑港迄ノ海里及ビ船賃
1. 同港迄ノ汽車賃及ビ其里程
1. 都府ノ輸出金高及ビ物品ノ種類（絹織物，陶磁器，漆器，紙類，其他雑
貨）
1. 都府ノ輸入金高及ビ物品ノ区別井二輸入品仕出シ地名
1. 輸出入ノ税
1. 絹物其他雑貨支那承認ノ戸数及ビ取扱物品ノ種類
'1. 陶磁器輸入金高但シ日用品及ビ装飾品
1. 家賃但シ大通リ上等間口何々奥行何々ニテ何程中等同断
1. 「ボンデッド，ウエヤハウス」ノ設ケアリヤ
1. 「ホテル」及ビ下宿屋一週間又ハー個月或ハー個年ノ借料
1. 荷物ヲ税関ヨリ受取ル為メノ仲次有リヤ
1. 需用者ハ桑港及ビ紐育卜異ナルヤ
1. 商売ノ信用及ビ取引ノ習慣貸売ノ期限
1. 横浜へ取引銀行アリヤ
となっている。質問の日付が明治24年9月16日となっているので，まだ藤田敏
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郎は赴任していない。おそらくサンフランシスコ領事館を通じて質問状が達し
ていたので，メキシコに持参し最初の仕事として始められたものであろう。
本文には，「墨西班国商況報告」（在墨府領事代理藤田敏郎報）とあり，質問
事項に応じて，
墨府並二近県市場人口及ヒ‘‘墨府ヨリノ里程
桑港ヨリ墨国太平洋沿岸諸港ヘノ海里井二船賃
桑港ヨリ墨府迄汽車賃井二里程
墨国輸入品（内国輸入一千八百八十八，九年度）
墨府二於ケル商工業店ノ員数
墨国二於ケル欧米商人ノ成跡ヲ比較シ本邦当業者ノ参考二供ス
の項目にわけて述べている。
3) 『墨国銀貨之景況』 刊記不明〔明治25年 1月力〕 9ページ
文中に白銀の輸出の説明に， 〔公報第二号参観〕とあり，藤田がそれ以後に
報告したことは明らかである。そして銀貨相場について「本年一月以来」とあ
り，その数値に「十二月」分を含んでいることから， 1891(明治24)年 12月ご
ろに執筆されたものと推測される。
内容は，銀相場を解説し，墨国の新貨幣条例のうち，銀貨に関する部分を述
ベ，さらに，
〇墨国鋳造貨幣調
0世界銀ノ消費高
〇枇界銀ノ産出高
からなる統計を掲載している。
4) 『墨西寄国外国貿易井二財政一班』 刊記不明 33ページ
本文中に， 「本年1月1日」より施行とする記事がみえ， 明治24年のことを
記すから，おそらくその翌年， 1892年の早い時期に発行されたものであろう。
その前文において，「墨国二於ケル外国貿易ハ鉄道海運ノ発達外民ノ来往殖
産等ノ勃興等ニヨリ近来長足ノ進歩ヲ来タシ保護税寧口禁止二近キ輸入税ナル
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障害アリト雖輸入品ハ年々多キヲ加へ同時二，輸出品モ歳月ヲ逐テ増進スルノ
情勢ナリ」とメキシコの経済情勢を伝え，ここに冊子を発行する理由として，
「当国ノ貿易ハ北米合衆国井二英国等二偏シ本邦井二東洋諸国トノ貿易ナキハ
前者二運輸ノ便アリ，後者二其利ナキニ由ルナラン然レドモ当国政府ハ鋭意鉄
道建築ヲ奨励シ両洋貫通ヲ急促スルヲ以テ其竣功期シテ待ツベク東洋トノ貿易
開通遠キニ非ザルベシ，故二本邦当業者ハ其貫通ノ前二当リ墨国貿易井二財政
ノー班ヲ窺フコト蓋シ必要ナルベシト信ジ左二同国輸出入，既成鉄道，汽船航
路，海陸運補助金，新輸入税則，井二財政一班等ヲ列序以テ其参考二供セント
ス」るものであった。ただこの前文を領事代理藤田敏郎が，執筆したかについ
ては明らかでないが，編集からみて，移民課の手になるものであろう。
内容は，『官報』掲載のものを細分した項目に分けて，
〇墨国輸入品調
生糸井二絹交織物
絹交織物
石井二土器
硝子井二陶磁器
紙井二紙製品
雑品
〇墨国輸出品調
〇墨国貴金属ノ輸出
〇墨国貨幣ノ鋳造
〇墨国既成鉄道 (1889年12月31日調査）
〇墨国政府鉄道補助金
0同補助金ノ許可アリテ未ダ起業二着手セザルモノ及ビ未ダ払渡ササルモ
〇墨国政府鉄道補助金
内務省之部（郵便搭載報酬）
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農工商植民省ノ部
〇墨国歳計
歳入ノ部
歳出ノ部
〇墨国国債 (1885年）
〇墨国新輸入税則
5)藤田敏郎「墨国叢報」明治25年6月13日 外務省移民課 71ページ
．この報告書は外務省大臣官房に新設された移民課の出版であるが，前文によ
ると， 「墨西奇国駐在帝国領事代理書記生藤田敏郎ヨリ其見聞二係ル諸般ノ事
項ヲ筆記シ墨国叢報卜題シテ以テ送付セシニヨリ左二掲ゲテ同国へ渡航セント
欲スルモノノ参考二供ス」と述べている。つまり別掲の「官報』のうち， 9回
にわたって分載されたもの（明治25年3月17日より，明治25年6月10日まで，
それ以後は続報）を取り纏め，単行本として発行されたものである。この報告
のうち，明治25(1892)年4月から，空白があるのは，現地の巡回調査のため
に，正式報告を送付されなかったのであろう。
なお外務省外交史料館所蔵〔三門六類二項三号文書ノー）「各国事情関係雑
築」に，頭註に「在墨国領事館」とある13行罫紙にペン書きの報告が，順序正
しく綴り込まれているので外務省への報告経過が明らかとなる。
（報告月日）第一回 25年1月27日 （報告月日）第一回 26年1月17日
第二回 25年2月10日 第二回 26年 1月28日
第三回 25年2月21日
第四回 25年3月16日
第三回 26年2月16日
第四回 26年3月28日
第五回 25年3月28日 第五回 26年5月6日
「官報」の掲載に際しては，やはり前文と同じ説明を掲げて，渡航するもの
の参考に供するものであることを明らかにしている。内容は， 30の項目にわけ
ているが，体系立てせずに追番号のみを付し， 「殖民・政情・移民・通商条約
・殖民大臣・燐寸・シナロア州・両洋貫通鉄道・紙幣流通額・養蚕・為替相場
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．．珈琲・開発計画・歳入出・会社・林業・タムヒ゜コ港・糖業・ヴアニラ・・鉄道
網・ニカラガ運河・両米貫通鉄道・アンデス鉄道・設膜栽培・テファンテペッ
ク両洋貫通鉄道・開通鉄道・墨銀・エネクエン Henequen・鉱物輸出・墨国
関税法摘要」と，その時期に応じた時事問題について解説を加えている。
6)藤田敏郎『墨国須知」明治25年8月3日 外務大臣官房移民課 115, 
2ページ
この前文（小引）によると， 「載録スル所口已二官報新聞等二散見スル者多
ク新奇ナラザザルハ」ないが，「本書ノ尋常遊記卜其趣ヲ異ニセル所以ナリ」
、とするのである。ここに在メキシコ領事館は「従来公報若クハ季報ノ名ヲ以テ
本省二通告セル所ノ材料二‘因リ別二合衆国政府刊行墨其斑事情「ガルシア；ク
バス」氏墨国誌要，墨国農商工務省及ヒ大蔵省報告図書類， 「フエデリコ，ロ
イル」氏墨国紀行， 「プリエトー」氏墨国通史等ノ諸書ヲ参酌シテ国誌ノ体裁
二習ヒ新タニ一書ヲ編築シテ，墨国須知卜，．名ヅケ之ヲ上梓スルコトトナシク
＇リ」とし，とりあえず不十分ではあるが，メキシコの事情を明ら '-/J:i.1こじようと
するも こ。その執筆者も在メキシコ総領事館の藤田敏郎領事代理があのであっt
たっている。
その内容は，目次によると，
第一章 総説（経緯・地勢・気候・政区・山岳・河湖・港湾・動物・植物
・鉱物・沿革・政治・財政・軍事・宗教・学制・通信） 、 ． 
第二章 農業（珈琲・・護誤・甘庶．棉花・小麦・大麦・米・豆・繊維植物
・龍舌蘭亀諸種ノ主要産物・牧畜）
第三章工業（綿布製造業・毛繊品製造業・陶器製造業・諸種製造業・鉱
山事業）
第四章商業（外国貿易・墨国関税規則抄録・運輸）
第五章 労銀及ヒ生計（墨国農夫賃金額・墨国諸職工食料）、．．
第六章 殖民政略（移住民条例・土地払下代価）
からなり，前掲書よりはむしろ順序立てして叙述されている。
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7) 『墨西寄国労働二関スル報告」明治26年2月10日 外務省移民課
37ページ
これは『領事報告」には，掲載されはしなかったけれども，外国文献を翻訳
することによって移住労働についての参考に供せんとするものである。内容
は，前書きにあるように， 「O墨西班国労働ノ実況二関スル華盛頓駐在墨西奇
国公使「ロメロ」氏ノ記事二基キ墨西寄駐在仏国公使「プランシャール・ド・
アルジュ」氏が本国へ送タル報告書ノ大意」が最初におかれ，「〇墨国労銀論，
合衆国駐割墨国公使「エム，ロメロ」稿」が掲げられている。
なおこのマチアス，ロメロの「墨国労銀論」の部分は，題名を「墨国二於ケ
ル賃金」 と改変し，後掲の『墨国移民要覧」に収録されている (37-47ペー
ジ）。
8)藤田敏郎『墨西班国太平洋沿岸諸州巡回報告」明治26年3月30日 外務
大臣官房移民課 188ページ
この現地調査は，米国駐割建野公使よりの建言にはじまる。すなわち明治24
年 9月19日付で， 「日墨間ノ通商貿易二関シ実地調査方建言ノ件」（機密第 28
号〕として，榎本武揚外務大臣に提出されたものである30)。メキシコとの通商
貿易に対しては，机上の調査だけに頼ることなく， 「企業ノ実行二際シテハ更
二土地気候ノ状況，土地売買ノ手続其所有保護二関スル法律，政治ノ譲与特権
人民生計ノ難易，運輸交通ノ便否等ニッキ充分実地ノ調査ヲ遂ケ最モ慎重ナル
方法ヲ取リ候事欠ク可ラザル義卜存侯得ハ前段申候報告意見書等（前来本官井
ニスチープン氏ヨリ差出候報告，当春墨国へ出張致候珍田領事ノ復命書，客月
二十八日付報告第十六号ヲ以テ差進候在墨国米人ジョーンス人ノ意見書等をさ
す， （引用者註）〕御熟閲相成候上差当リ適当ノ人物ヲ選択ジテ之ヲ墨国二派遣
シ予メ実地ノ調査為致候様被為度左候得ハ事業ノ成功上神益スル所頗ル大ナル
ベシト存候」とすることにある。その結果，森尾茂助・恒屋盛服・榎本龍吉・
30) 『日本外交文書』第24巻 自明治24年4月至明治24年12月 日本国際連合協会
三，外国貿易二関スル意見書
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高野周省の四名の者が派遣され，現地では藤田敏郎，アップジョンズが行動を
共にすることになる。したがって移住地調査と通商貿易のための調査とを兼ね
ており，以下の報告も，その目的にそった冊子に分冊されている。
したがって，藤田敏郎の報告書は，産業・通商などの分野に重点をおいてい
る。その復命の時期の問題があったためか，国立公文書館所蔵の報告書は，上
下に分冊となり，発行も幾分ずれているが，つぎのような発行内容となってい
る。
「墨国太平洋沿岸諸州巡回報告』上 （領事代理藤田敏郎報） 1-92ページ
第一章巡回順路及ビ経歴
第二章農業玉蜀黍．珈琲・甘庶・棉花・米・煙草・蕃椒（トウガラシ）
・ココ油・護膜・法尼拉（ヴアニラ）・菓物・牧畜
（明治26年3月30日 外務省官房移民課）
『墨国太平洋沿岸諸州巡回報告J下 （領事代理藤田敏郎報） 93-188ページ
第三章土地
第四章商業及ビ運輸
第五章工業及鉱業木綿製造・諸種製造業（製塩・ココ油・燐寸・製革
・製鉄所・家具製造所）・鉱業
第六章賃銀及生計
（明治26年5月16日 外務省官房移民課）
ただ統計表については，最新の資料を用意できなかったものとみえ，（第一号
表） 1890, 91 (明治 23,24)会計年度太平洋沿岸各港輸出表， （第二号表）
1888, 89 (明治21,22)会計年度太平洋沿岸各港輸入表が掲載されているが，
調査時に対し，すでに 2年を経過しており，数字においては，時代遅れとなっ
ているものである。
なお，この現地調査に関しては，藤田敏郎『海外在勤四半世紀の回顧』（昭・
和6年）のなかに，雑録としてみられるが，これは調査当時の執筆ではないた
め，そのときの殖民移住のため，参考に供されたものではない。
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9) 森尾茂助•恒屋盛服・榎本龍吉・高野周省『墨国太平洋沿岸巡回復命
書』明治26年 5月5日 外務大臣官房移民課（東洋社磯野新） 105ページ
森尾茂助•恒屋盛服・榎本龍吉・高野周省『墨国太平洋沿岸巡回復命書」
―補遺明治26年 5月26日 外務大臣官房移民課 7ページ
この調査団の構成員のうち，森尾茂助は福島県久留米開墾社長so,恒屋盛服
も福島県の出身で亜細亜協会会員，榎本龍吉は榎本武揚の甥，高野周省は農学
者であった。この派遣の構成メンバーについては，榎本武揚の意向が強く反映
しているものとみてよいであろう。復命書によると，「外務大臣榎本武揚閣下
ノ内訓ヲ奉ジテ」，明治25(1892)年3月18日に東京を出発し，サンフランシ
スコを経由し，メキシコの国内を180日を費して，約5,266マイルの距離を総日
数 251日かけて調査し，同年11月23日に帰朝しているcなお復命書は明治26年
2月に，外務大臣陸奥宗光宛に提出された。
復命書は，日本から 4名が渡墨し，現地では領事代理藤田敏郎と領事館雇ア
ップジョンスが調査に同行したに拘わらず， 195ページの比較的小冊子で，内
容も，
31) 森尾茂助が，この調査に参加しているのは，•福島県猪苗代湖水の東注する安積疏水の
開削に尽力があり，政府関係者との交渉にもあたっているので，松方勧農局長にもそ
の業績が認められており，これが開墾民のメキシコ殖民をめざすための調査参加とな
ったものであろう。久留米l日藩士族は，明治1(1878)年1月より14年までに，博多
港より41日かけて安積に到着，郡山南部の大蔵負坦原 46戸と北部の対面原 101戸の
2ヵ9所に入植した。久留米開墾は，非常に組織的で結社大意・社則28条・社中申合書
27条をさだめ，典型的な共同作業で開墾に着手している。明治13年10月31日現在で，
家族を含めて総勢379名もの多数に及んでいる。政府からの補助金・拝借金が打切れ
ると，..日清戦争のころから負債は急激に増加して，• 土地を手放さざるを得なくなり，
．アメリカに移住するものがこの開墾社に多く，結果的には，明治末年まで開拓者は激
減した。
発足当時に，森尾茂助は発起人， 12年10月18日には事務係， 13年 1月30日には久留米
開墾社副社長となり， 13年2月14日に県庁より慰労金 100円を下賜されている。
郡山市編 r郡山市史」第4巻近代（上） 昭和44年4月20日 国書刊行会
郡山市編「郡山市史」第9巻資料（中） 昭和45年3月31日 国書刊行会
「福島件開墾志」久留米開墾社規則
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の三項からなるのみである。これは藤田敏郎領事代理，アップジョーンズのそ
れぞれが，別に報告書を提出しているためで，移住適地の調査という直接の目
的に沿って復命されているためであろう。その調査目的であるわが国農業移民
の最適地については，官有地10カ所の原野・耕地を，位置・面積・地勢及土性
・気候・物産・運輸・灌漑の項目について調査し，それぞれに意見を付したの
ち，「墨国太平洋沿岸地方ハ実二我農民ヲ移住セシムベキ適当ノ地卜思考致侯」
としている。
なおこの「復命書」とは別に，恒屋盛服は「東京経済雑誌」に「墨国探征日
誌」を長期間（明治26年1月28日から明治27年2月17日まで）にわたって連載
しており，その調査に際して，現地の生活環境状況の整備が十分でないため，
巡回に苦心賛嘆たる惨胆たるありさまが， 日を追って詳細に叙述ざれている
（（別表） 3)。
10) 「墨国内殖民事業二関スル同政府トノ条約書類集」明治27年2月22日
外務省通商局第二課 11ペー ジ。
この時期において，殖民事業の契約書を集成しているのは，このメキシコに
関する集成だけであろう。そのことはとりもなおさず詳細な現地の事情を，担
当部局の手にょうて紹介することにあったし，その殖民の方向を示唆している
ことになろう。
ここでは，四つの契約が掲載されているが，もっとも最初に掲載されている
墨西班殖民会社が，もっとも詳細な内容を伝えている。
ー，墨西寄殖民会社
本会社ハ亜米利加及ビ墨西班ノ上流社会二立テーニヲ争フ名望家ノ組織
セシ者二関ハル蓋シ墨西斑二於テハ数年前ヨリ改良及ビ起業ノ精神著シ
ク発現シ近頃ニー真面目ヲ与ヘシ工業及ビ繁栄ハ現時布設中ナル盛大ノ
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鉄道組織ニヨリ更二安固進歩ノ見込アルヲ見テ殖民事業ノ期ハ既二熟シ
タリト思考シタ）ーレナリ其結果会社ハ墨西班中最豊穣ノ地方ナル「チアパ
ス」州殊二其中ニテ首位ヲ占ムル「ソコナスコ」郡二殖民セントノ目的
ヲ以テ千八百八十一年八月二十九日墨西寄政府ヨリ特許ヲ得タリキ
「チアパス」州・「ソコナスコ」州・砂糖及棉・其他余リ多量ナラザ
ル収穫・法尼拉及ビ洋藍・橙，冬青，檸檬・必要ナル資本・資本家・
交通・旅費及荷物運送費・会社ノ事務取扱所・汽船ノ出帆
附録 「ソコナスコ」二於ケル珈琲植付費用
第壱年目ノ費用•第二年目ノ費用・第三年目ノ費用•第四年目ノ費用
・「ソコナスコ」二於ケル珈琲園ノ産出高・「パレーナス」二於ケル珈
琲ノ費用・「ソコナスコ」地方歴史及統計・政事的区分及人ロ・市ノ
重要ナル者・殖民地ノ主坐ヨリ「ソコナスコ」ノ諸市二到ル距離地味
・会社ノ土地占有二関スル特許書写
，ー 「クマウリバス」州殖民条約書
，ー 「ウエナー」氏殖民条約
，ー 「アーサー，シー，リープス」氏殖民特許二関スル摘要
11)根本正「墨国探検報告J明治27年5月7日外務省通商局第二課 226
ペー ジ。
出張命令によると，明治26(1893) 年 6 月 2~日付で「移民地探検」を目的と
して，外務省雇根本正（当時は，殖民協会評議員）は，現地に駐在する領事館
雇井上一男を同行させ，探検費 4,174円をもって調査することとなっている。
このとき榎本武揚は，外務大臣を辞任しているが，移民課の移民のための探検
調査の一貫として実施されたもので， 明治26年11月10日 （勅令第123号）外務
省官制の改正による部課の編成変えがなされているので，ここでは通商局第二
課の発行となっている。
この経費は， 「歳出臨時部移民探検費」として一部を前渡し支給され， 井上
一男にかかる経費計 1,547円と，根本正にかかる経費 2,627円の合計 4,174円
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のうち， 1,000円を概算渡しされている。 この出張費用の明細は，つぎのとお
りである。
， 
〔表〕 5 . 移民探検費予算経費明細
井上一男経典 根本正経費
1金額（円） I金額（円） ム口 計費 目 費 目
船車料見積 650.00 出張費 60.00 
客舎料 @4.00X195日 780.00 横浜桑港間往復船車料 400.00 
日当 @0.60Xl95日 117.00 桑港墨府往復船車料 340.70 
客舎料 @4.00X250日 1,000.00 
日当 @O.60X280日 168.00 
探検中船車料 658.30 
総経費 11,547.001 総経費 12. 627. o I 4. 174. o 
〔註〕 「墨西寄移民地探検トシテ根本正外ー名出張一件」より作表
ところがメキシコに於ける旅費のうち， 「船車料二等 1日4円，日当 60銭」で
は，到底旅行に差し支えるため増額を要求したけれども，予算金額の変更をし
難いため，随伴する予定であった，雇井上一男は，随伴することに異議をとな
え解雇されている。井上一男は雇員であったためか『職員録』にはみえない。
ところが予算金額は，実際には出費がかさんたので増額され，最終的には4,500
円となるが，使用不足額は多額にのぽり，同年11月 2日には， 300円が旅費追
給され，使用金額4,474円となり，余すところ 26円となっていた。帰国ののち
の精算においては，総計 4,512円にまで達しており，メキシコに送金された移
民地探検費 3,074円に対する 1,000分の 1納税額3ドル 18セントについても，
領事館庁費では支払ができず，本庁払とされ処理されている。
根本 正は，明治26年 7月 7日に横浜港を出港し，同 8月23日にメキシコに
到着し，同 25日には墨府へはいり，メキシコ各地 27カ所を 133日をかけて，
3,024マイルに及ぶ距離を調査し，同 27年 1月 2日にアカプルコ港を出帆して
帰国，外務大臣陸奥宗光に対し，明治27年3月，復命書を提出している。これ
について外務省外交史料館には， 「暴西班移民地探検トシテ根本正外ー名出張
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一件」（三門八類一項一号文書〕に関係書類とともに，報告書が収録されてい
る。この移民地探検にたいする訓令は，その地域を「オハカ州，及其以西太平
洋沿岸井二加里福尼亜領地内トシ殊ニオハカ，ゲレロ，ミショアカンノ三地ヲ
主眼トスベシ」とし，探検する事項の概略は，
ー，巡回一般ノ地勢，風土，水利，農工商ノ概況
ー，土地ノ価格其売買貸借ノ方法及外人ノ不動産所有二関スル特別ノ規則及
先例
ー，移住若クハ，定期出稼二利アルノ地アラバ之ヲ予選シ其地磐，土質，風
土，水利，物産，及運搬上ノ便否ヲ特二調査スル事
ー，移住二適ス）レノ地アラバ其地ハ人員何程ヲ以テ適当トシ何種ノ事業二宜
シク而シテ之二要ス）レ資本ノ多少及其収支如何
定期出稼二適スルノ地アラバ其地ハ何種ノ労働ヲ要シ其報酬ノ割合及労
働需用者ノ状況
ー，地方人民ノ本邦二対スル現時ノ感情及将来移住若クハ出稼ヲ為二当リテ
ハ如何ノ意向二傾ク可キカ
ー，本邦トノ貿易二関スル現今及将来ノ形勢
であった。 この調査においては「移住若ハ出稼二関スル方法及得失」と， 「現
今将来二於｝レ貿易上ノ形勢」についで情報蒐集することにあった。
このような訓令に対する報告書の表紙には， 『墨国探検報告』とあるが，本
文の文頭には， 『墨西弼探検復命書」と題名が改められている。 目次の内容は
非常に細項目にわたっているが，何分とも字数の関係もあって，報告内容は概
略にしか過ぎない。
第一章
第二章
「チャパス」州探検
「オハカ」州探検
気候・物産・運輸
第三章 「ゲレロ」州探検
第四章殖民要項
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外国人土地所有権・官有地払受ノ手続・殖民会社ノ実況・墨国「チワ
ヮ」州二於テ墨西斑殖民及農業会社ノ従事セル殖民事業二関スル問答
・・墨西班国農商務殖民大臣ヘノ往復書・殖民条例
第五章紀行
墨西班「ニウ，ラレド」ヨリ墨国二至）レ景況・墨西班府・墨西寄府物
価・ 労働及給料・各職工給料・墨西斑ヨリ「アカプルコ」港ヲ経「チ
ャパス」州「ソコヌスコ」郡「サン，ベニト」港迄ノ紀行・墨西班巡
回地各及哩数
第六章墨国一覧
墨国ノ位置・各州面積及位置表・.土地高低及気候表・気候・人口• 各
州人口表.• 墨西寄殖民人種ノ区別・雨量・風向・動物・漁猟契約書・
鉱山・衛生・桑港墨西班太平洋岸各港間哩程及船賃・鉄道線路・墨西
班国財政（歳入・歳出・公債）・各州財産高・州税及地方税・輸入品
・輸出品・墨西班国物産及価格
このうち第 1~3章において，移民適地を調査した結果が，詳細に述べられ
ており，そのうち最も移民適地をチャパス州ソコヌスコ郡官有地としている。
12)橋口文蔵「墨西班探検復命書」明治28年3月11日 外務省通商局第二課
58ページ
農学士橋口文蔵は，彼自身の語るところによると，「米国マッサチュセット
ノ農学校二留学シ帰朝ノ後三両年間職ヲ官立農学校長二承乏セリ」とする経歴
の持主であった32)。彼は，アメリカのニュー・イングランドのボストン大学お
よびマサチュセッツ農科大学に学び，米国農学士となって1881(明治14)年に
帰国したのち，札幌農学校校長などを勤めている。外務省は，これまでの調査
報告をもとに，メキシコの太平洋沿岸地方への殖民を一層具体化するために，
農業専門家である彼を派遣することになったのである33)0 
32) 「墨其斑探検復命書」橋口文蔵「植民協会報告」第23号 明治28年3月
33)また「明治前期勧農事跡輯録」につぎのように見えている。
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復命書によると， 「墨西班国「チャパス」州「ソコヌスコ」郡「タナカ」山
腹聯続地タルニ万町歩官有地探検，井二「テファンテペック」鉄道視察」の命
．令をうけ，明治27(1894)年8月22日に東京を出発し，同23日に横浜から「ペ
ルー 」9 号に乗船， 10月5日にサン・ベニトに上陸，約40日をかけて官有地を視
察， 11月15日にはサリナクルスに移り，テファンテペック地峡の鉄道状況を視
察，帰路（海上航路）の交通上の不便さと，メキシコ政府との連絡上の必要か
ら，陸路をとってメキシコ市に向かい，大統領および殖民大臣と面謁して，殖
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郡ンタミコ
〔図〕 1. エスクイントラ殖民地「（「ヱスクヰントラ」殖民地複写縮図より編図）
農林省編『明治前期勧農輯録」上巻 大日本農会 昭和14年
0明治十六年
御用掛橋口文蔵ヲ製糖機械買入並製糖者雇入ノ為メ仏国へ派遣ス
なお，のちには，台湾総督府殖産部長をつとめる。
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民地の検討をし，明治28年 1月3日に横浜に帰港している。
ただ報告書の内容・体裁は，あまり形式にとらわれずに，自由に執筆されて
いて，問答方式による部分が多い。目次によると，
探検記事 「タパチュラ」市到着後技師トノ談話（問答）
「タナカ」山腹地踏査気候・道路運搬・水利・地質
邸見（不適当卜断定スル）
新殖民地発見
実地探検ノ処見 土地ノ区画及価格・運搬・気侯
第一気候
第二種族風習
第三通貨
農業ノー斑
傭主卜労働者トノ関係
日本人二対スル感情ノー斑
「テファンテペック」鉄道ノ状況
殖民大臣二面謁（問答）
大締領謁見（問答）
螂見結論
珈琲栽培収支予算 珈琲栽培予算損益対照表・珈琲栽培費利子予算表・珈琲
栽培益金卜利子対照表
「タパチュラ」市物価表（小売相場）
「タパチュラ」市諸職工給料ノ概略（但一日ノ賃金）
「タパチュラ」市寒暖表（摂氏）
「チャパス」州二於Jレ英国殖民会社二関係ヲ有スル土地面積表
ここにおいて報告書の結論とするところは， 「今回探検に係Jレ「エスクィン
トラ」地方ハ気候ノ順良地味ノ豊談地形ノ便宜ヲ得テ珈琲ノ栽培二適シ其他ノ
農業卜副産トニ於ルモ亦充分ノ余地アリ且ツ政艦ノ強固ナル生命財産ノ保護ニ
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安ンズルヲ得ルヲ以テ本邦人民ノ利殖二最モ適当ナル土地ニシテ将来町村ヲ形
成シ農家ノ経済ヲ豊ニシ移民ヲシテ其処ヲ得セシムルニ最モ屈強有限ノ地域タ
）レヲ信ゼリ」とするものであった。 ． 
なおこの報告書には，「エスクィントラ」殖民地複写縮図と，墨西班略図（「
タカナ」山官有地， 「エスクィントラ」官有地の記載のある）が添付されてい
る。
13) 『墨国移民要覧」 明治 28年6月5日 外務省通商局 297, 2ページ
（前文）によると， 「此書ハ墨国移民二関スル諸報告中専ラ法令ヲ編築シ且
ツ之二必要ナル事項ヲ加ヘテ同国移住者ノ参考二供センカ為メニ刊行シタルモ
ノナリ／明治二十八年四月外務省通商局」としている。
その内容は，殆どが在メキシコ領事館からの領事報告（明治24年10月～明治
27年2月）と翻訳による集成であるが，実際には，『官報』あるいは『通商彙
纂」に掲載されていないものが多く，まだ一般には未公表のものを含めて，こ
こに一括収録されたとみるべきである。これを目次に沿って掲載の対照をみる
と，つぎのようになる（括弧内は，引用者が付記した）。
移民之部
移住民条例 明治24年10月 領事館報告（『官報』
第1827-28号）
'土地条例 明治27年5月 領事館報告（『通商彙築』第 7号）
労働法 民法摘訳
移民需用品無税輸入規則 明治24年10月 領事館報告（『官報』掲載セズ．）
植民二関スル特別契約 明治25年 1月 領事館報告（『官報」掲載セズ）
労働者賃銀 明治25年1月 領事館報告（『官報』掲載セズ）
農，鉱，商業之部
農業略説， ‘明治25年5月 領事館報告（『官報』掲載セズ）
'・ 太平洋沿岸農業雑記 明治25年10月 領事館報告（『官報」掲載:iz:ズ）
・鉱業
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鉱業沿革
鉱業現況
商業：
貨幣条例
銀貨景況
商業者心得
船積者心得
運輸
貿易之部
輸入貿易
輸出貿易
太平洋沿岸貿易雑記
関税規則摘要
現行輸入税率
港税
雑之部
日墨条約
連邦民法
婦化法
財政現況
内地税
消費税
榎本武揚とメキシコ殖民移住（角山）
翻訳
1025 
翻訳
明治25年 3月 領事館報告（『官報」掲載セズ）
明治24年12月 領事館報告（『官報」第2585号）
明治26年 領事館報告（『官報」掲載セズ）
明治26年 領事館報告（『官報」掲載セズ）
明治25年 5月 領事館報告（『官報』掲載セズ）
明治26年 領事館報告（『官報」掲載セズ）
明治26年8月 領事館報告（『官報」第3073号）
明治27年 2月 領事館報告（『通商彙築』第 3号）
明治25年 1月 領事館報告（『官報』
第2617-19号）
明治25年3月 領事館報告（『官報』掲載セズ）
明治24年10月 領事館報告（『官報』掲載セズ）
明治26年 5月 領事館報告（『官報』掲載セズ）
翻訳
翻訳
翻訳
明治26年 1月 領事館報告（『官報」
第2924-6号）
翻訳ー，ニ
翻訳
商船入港蔵数及灯台税 翻訳
14)根本 正「墨西寄，中米，南米太平洋沿岸商工業視察報告」『農商務省
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商工局臨時報告』明治30年第四冊農商務省商工局 明治30年5月20日
311ページ。
この報告書は，前掲までのように外務省報告ではなく，農商務省報告である
が，とくに農商務大臣榎本武揚の殖民事業と関連して行なわれたと推測される
ことから，ここに取り上げることにする34)。根本 正（農商務省商工視察員，の
ち明治31年8月10日茨城県第二区より選出，衆議院議員）は，農商務大臣榎本
34)これ以後における農商務省関係の出版物は， 明治29年より開始される 5カ年計画の
「貿易拡張費」をもって貿易拡張上の参考のため各地を調査しているが，農商務省商
工局臨時報告として報告書が刊行されているもので, •メキシコ関係については，つぎ
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のものがある。
〔明治32年度〕 「在墨西班府本邦商品陳列所ノ見本品二就テノ品評及市況報告」実業
練習生林温吉（在同地帝国総領事館報告）「農商務省商工局臨時報告』
明治32年第3冊明治32年8月6日
「日本絹物，雑貨，肩掛二関スル報告」実業練習生林温吉「農商務省
商工局臨時報告」明治32年第8冊 明治33年1月20日
〔明治35年度〕 「墨西寄二於ケル竹細エニ関スル報告」（明治35年9月報告在墨府海
外練習生森醇一報告）「農商務省商工局臨時報告」明治35年第18冊
明治35年12月20日
〔明治36年度〕 「日墨間ノ商業関係」（明治35年11月在墨府海外実業練習生森醇一報
告）「農商務省商工局臨時報告」明治36年第3冊 明治36年3月31日
「墨西斑国税率並同国生産品（市価俵）市価三月」在墨西斑海外練習
生森醇ー「農商務省商工局臨時報告」明治36年6冊 明治36年6月30
日，
「墨西班市二於ケル日本雑貨ノ商況J(明治36年7月在墨国海外実業
練習生森醇一報告）「農商務省商工局臨時報告」明治36年第12冊 明
治37年2月12日
〔明治37年度〕 「墨西斑貿易」（明治37年10月14日第3期当省実業講話会二於テ）市川
寛太演説「農商務省商工局臨時報告」明治37年第12冊 明治38年 1月
18日
また海外実業練習生報告として，単行本として発行されているものとして，
「墨国及亜国事情J明治43年6月16日 農商務省商務局
報告者：「墨西寄国」在墨国海外実業練習生浜口光雄報告
「亜爾然丁国」当省嘱託滝波文平報告
がある。
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武揚の命を受けて，墨国移住組合派遣員として草鹿砥寅二とともに，明治29年
7月4日に横浜を出発し，同19日にはサンフランシスコに到着，縦断鉄道によ
ってメキシコ市に赴き，殖民地の購入契約を墨西斑国駐割総領事室田義文とと
もに，メキシコ殖民大臣との間に取り交わしている。また貿易拡張費のなかか
ら視察費が出されているので，その際に並行して，メキシコ・中央アメリカ・
南米アルゼンチンなど，各地における商工業を154日と26,000マイルをかけて，
視察ののち，同年12月4日に帰朝し，この報告を提出している。根本自身の言
によると，視察調査の目的は「特二日本政府ヨリ委托ヲ受ケ更二墨西班，中央
亜米利加等ノ太平洋沿岸ヲ視察シ南米ヨリ棉花，ベンシルヴァニアヨリ石油ヲ
直接二日本二輸入スル航路ヲ選ミ且ツ日本商品ヲ輸出シ及自国二輸入スベキ商
品ヲ産出スル地方ヲ探検スル筈ナリ」とする35)0 
根本正は， この報告は， 「本邦卜彼地トノ通商ヲ開通セントスルモノノ」参
考に供するために，公刊されたものとする。 しかし報告のすべてではなく，
「概要ヲ記入スルニ止メ」たもので，付属の地図・写真などは，省略されてい
る。
とくにメキシコについては，「復命書」においてメキシコヘの輸出は，次第に
増加の傾向にあり，明治26年に 2,068円であったものが，明治29年には 12,714
円と 6倍もの増加を示しており，同年のメキシコからの輸入は 2,990円である
ので， 9,724円もの輸出超過となっている。そして「此比例ヲ以テ我鹿品ヲ墨
国二輸出スルヲ得ハ墨国輸入金額四千有余万弗二対シ我製造品ノ墨国市場二於
テ欧米諸国卜，並馳競争シ其勝ヲ占ム）レ因ヨリ難カラサルナリ」と推測してい
る。進出するべき商品としては，絹布類，木綿縮であり，メ、キシコ南部の「タ
ズチウ」市の人たちがもし日本品を必要とするならば，パナマから賭入してい
る状況であるとしている。
またこのとき差し迫っているメキシコ殖民の輸送について，輸送運賃の値引
35) 「殖民協会報告」第40号 明治29年8月 57-58ペー ジ。
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交渉を太平洋汽船会社との間にしている。つまり25名以上の乗船ならば，従来
の横浜港から，サンフランシスコ港をへて，サンベニト港までの船賃125円を，
110円（墨銀にて110ドル）にすることに交渉をまとめている。
メキシコに関係する内容は，目次によると，つぎのとおりであるが，非常に
詳細な項目に編成されており，移民が入港する付近の都市クパチュラ，港サン
ベニト（現在のプエルト・マデロオ）について詳細に記述している。
第一編
第一章
第二章
墨西寄国ノ部 (1-163ペー ジ）
墨国商工業ノ起源
金融
98 
第三章 運輸
墨府及太平洋岸「アカプルコ」港鉄道・「チャパス」州鉄道・桑
港墨国太平洋沿岸間貨物運賃・墨国及中米太平洋沿岸貨物運賃・
桑港巴奈馬間乗客船賃・倉庫
第四章製造
第五章荷造
第六章販売
第七章 商工業ノ奨励監督調査報告等二関スル行政及其動作
第八章 商工業組合商業会議所等ノ状体
第九章 日本ヨリ墨国へ輸出スル重要商品ノ情況並二将来輸出ノ見込アル
商品
第+.章輸入品及価格
第十一章竹細工及其他日本品
第十二章 日本ヨリ墨国へ輸出
第十三章 日本墨国間二於ケル四ケ年間通商比較
日本ヨリ墨国へ輸出品・墨国ヨリ日本へ輸入品・墨国輸入高及
国名・墨国輸入品名表・墨国ヨリ重要輸入品及輸出先国名
第十四章 「タパチラ」市ノ商況
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「クパチラ」市物価
第十五章 「サンベニト」船積陸揚及倉敷料及其ノ他要件
精珈琲料・フクロ縫代及宛名記入料
第十六章 日本ノ商品ヲ販売スル商店ノ資本勢力営業ノ景況及委託販売ヲ
引受クベキ確実ナル商店
第十七章 商工業運輸為替及販売二関シ特二改良ヲ要スル点
第十八章 日墨両国間輸出入貿易開始ノ件
第十九章 輸入税額及通商ノ手続陸揚費用倉入手続及倉敷料運賃及保険料
領事ノ送状・輸出方注意・入港税・鉄道・倉敷料・保険料・運
賃・墨西斑国輸入税則
第二十章 売買品受渡代金請取ノ方法及期限
第二十一章 日本商品ノ競争品二於ケル生産地競争ノ状況及競争ノ現時及
将来二於ケル結果且競争ヲ排除スルノ方法
輸入品価額・貿易競争ノ現況・墨国ヨリ日本へ輸送スル重要商
品ノ状況井二将来輸送ノ見込アル商品・輸出貨物及価額・墨国
内地売買貨物・日本へ輸出スル商品生産ノ情況及市価・墨国ノ
諸製造所ヨリ製出スル臥単布ノ価格表・鉱物・雑貨・墨国ヨリ
日本へ輸出二就テノ注意
第二十二章 直輸出入ノ発達セサル原因及之ヲ発達セシムルノ良法其他墨
国卜日本間ノ貿易ヲ旺盛ナラシメル為メ施設ヲ要スヘキ事項井
二其方法
第二十三章 日本商品ヲ陳列縦覧セシムル方法其ノ商品ノ種類其他本件ニ
関シ参考トナルヘキ事項日本商人ノ開店セントスル者二必要ナ
ル心得方・労働及賃銀・絹類直輸出ヲナス者ノ注意・墨西班国
一覧表
からなっているが，それに続いて，
第二編 中央亜米利加ノ部 (164-'--190ペー ジ）
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第一章 中央亜米利加ノ商況
第二章 中米瓦地馬拉国海連
第三章 中米瓦地馬拉国産物及物価
第四章 瓦地馬拉国輸出入品目価額及輸出先国名
第五章 中米瓦地馬拉国博覧会
第六章 中米瓦地馬拉国輸入税則
第七章 中米瓦地馬拉国一覧表
第八章 中米「サルウドア」国輸入品及価額
第九章 中米「サルウドア」国輸出品及価額
第十章 中米「サルウドア」国一覧表
第十一章 中米「ハンデスウラス」国一覧表
第十二章 中米尼加拉瓦国一覧表
第十三章 中米「コスタリカ」一覧表
l' 第三編南米「コロンビア」国ノ部 (192-198ページ）
第一章海連
第二章巴奈馬
第三章物産及輸出入
第四章南米「コロンビア」国一覧表
第五章南米「イクアドル」国一覧表
第六章南米「イクアドル」国一覧表
第四編南米白露国ノ部 (202-248ページ）
第一章 白露一班
第二章商業
第三章農産工業
第四章運輸
第五章 白露国輸入品一覧表
第五編南米智利国ノ部 (250-270ページ）
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第一章智利国一班
第二章物産
第三章智利国人口統計表
第四章智利国輸出品
第五章智利国輸入品
第六章 桑港「プンタアレナス」間里程表
第七章南米智利国一魏表
第八章太平洋拉丁亜米利加貨幣度量衡比較
第六編合衆国「カリホルニア」州「サンデーゴ」ノ部(272-:-304ページ）
第一章合衆国「カリホルニア」州「サンデーゴ」ノ部
第二章
第三章
第四章
第五章
第六章
「サンデーゴ」港卜墨国トノ通商
日本及東洋ヨリ輸入ノ見込アル貨物
合衆国「カリホルニア」州物産表
「サンデーゴ」浩ヲ経テ本国へ輸入ノ見込アル鉄
輸入税規則
第七章商船ノ着港心得
第八章諸手数料及口銭
第九章 「カリホルニア」州「サンホルナルデノ」鉱山
第十章 合衆国加州「サンデーゴ」市商業会議諸会頭「モルス」氏ノ返
答写
第十一章直輸出二関スル問答
の詳細な項目を設けて調査結果を述べている 36)0 
36)根本 正は，また続いてプラジル・ニカラグア・グアテマラなどの現地調査をおこな
ぃ，また調査は西印度にまでおよび，つぎの報告をしている。
「外務属根本 正南米地方移民探検ノ為メ出張ノ件」 〔三門八類一項六号文書） （外
務省外交史料館）
「南米伯刺西爾，中米尼加拉瓦，瓦地馬拉，西印疫ゴァデロプ探検報告」根本 正
外務省通商局 明治28年5月
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以上，とくに詳細な内容の目次をあげて，殖民移住を目的とした現地調査が
どのように実施されてきたか述べてきた。それは榎本武揚が，外務大臣の地位
にあったときに，推進したニューカレドニアの移民が，外務省の移民目的から
する現地調査を行わず，単に契約する現地会社からの情報のみによって，実施
したことの失敗を，繰り返さないとの配慮からであった。このような殖民調査
が，メキシコだけに適用されたのではなく，この時期においては，探検費用も
充分にあって，殖民を目的とする地域にたいして，できるかぎりの現地情報が
収集されたのではなかろうか。入江寅次によると，．「移民情報の不足」として，
メキシコ移民（ここでは模範館民とする）が現地調査の不足からの失敗にある
としているが，実際には，政府の探検費・調査期間に問題があって，以上に述
ペてきたような復命・報告書からの再検討が必要である。
たしかにメキシコというアメリカ大陸の一部は，当時の地理的位置関係から
みるならば，はるか彼方の国にあったのは事実である。しかしながら通商条約
の締結された時点においては，移民への目的から，調査費用（探検費，機密費
に属するものがあった）によって，可能な限りの現地調査を，現地駐在の領事
に依頼して調査すること，あるいは日本から移民関係の専門家を派遣し，その
立場からの意見を得ることと，それに加えて，とくに農業の専門家を派遣して
現地調査しているのである。そこには単に殖民適地だけではなく，通商に関す
るあらゆる情報をも，文献と現地調査によって得ているのである。たしかに現
在のそれぞれの専門的立場からみるならば，未経験な観察にもとずく所見もみ
られる。しかしながら，この時期においてはこれだけの調査が限界ではなかっ
たろうか。
5. 領事館雇アップジョンズの報告
ディ・ダプリュー・アップジョンズ D.W. Ap. Jones Esq. は，套斯（ジ
ョンズ）とも書かれ，在メキシコ領事館の「顧問」（恒屋盛服『墨国探征日誌』
による）「雇」（のちにはアドバイサー）として契約し，あるいは「訳官」とし
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て英西仏語をあやつり（恒屋盛服「墨国探征日誌』による）， 日本からきた
調査団と協力して長期間現地調査にあたり，また同時に詳細な現地の調査報告
を提出している。領事館雇として勤務することになるのは，在ワシントン駐割
公使建野郷三が，国書をもってメキシコに訪れた明治24(1891)年8月に，彼
との面会により「墨国殖民意見」という永住殖民に対する意見書の提出を受け
たときから始まる。「明治初年大久保内務卿に聘せられ千葉県牧場に主任教師
たりし，米国人「ゼ・ダプリュ・アプ・ジョンス」を建野公使の推薦にて雇外
国人として雇入れ，余の在墨四年間公私の助力を受け」で活躍することとなり
メキシコ領事館の開設とともに，サンフランシスコ領事館に勤務していた藤田
敏郎が領事代理として着任してから正式に領事館雇となる37)。彼の日本との関
係は， 「明治初年大久保内務卿に聘せられ，千葉県牧場に主任教師たりし」も
のであり，建野郷三は報告書のなかで， 「ジョーンス氏ハ曽テ本邦二居住セシ
事六年，後墨国へ転住シテ今デハ殆ント十年間モ継住致候趣二候得ハ彼我両国
ノ事情ニハ随分相通暁シ居リ候人物卜存侯」としている。つまり明治12年に，
下総牧羊場官舎において不慮の事故により，牧羊事業を契約半ばにして帰国し
たのち，すぐにか，あるいは僅かの期間をへてメキシコにわたり，すでに10年
間も生活しているというのである。日本に在住し牧羊業の摂取につとめたこと
については，すでに別稿において述べるところがあった38)0 . 
37)藤田敏郎「海外在勤四版世紀の回顧」昭和6年7月21日 教文館 35ペー ジ。
38) 三枝博音・野崎茂•佐々木竣「近代日本産業技術の西欧化」東洋経済新報社 昭和35
年
来日外人評伝（農業・牧畜業部門） ジョー ンヌ・D.W. Jones (米） 245ペー ジ
ユネスコ東アジア文化研究センター編「資料御雇外国人」小学館 昭和50年5月1日
ァップジョンズ〔原綴〕 G. W. Appjohns (項目） 208ペー ジ。
中村尚美「わが国牧羊事業の先駆者ジョーンズの事蹟」『日本歴史」第52号昭和27年
日本歴史学会
なお最近出版された「下総御料牧場史」（宮内省 昭和44年3月1日） 70ペー ジには，
「退職後の消息については不明である」としている。
『在外公館外国人雇傭関係雑件』 〔襖•仏 • 独・露・墨） 〔三門九類三項文書〕 （外
務省外交史料館）
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彼の人柄について恒屋盛服は『墨国探征日誌J]のなかで， 「ジョンス氏は麦
薬製の墨西班帽を戴き服装も亦た墨西寄風を交へたれば，始めて見たる余等の
眼には頗る可笑く見えたり」とか，メキシコ国内の調査旅行中の姿をみて「ジ
ョンス氏は麦藁製の墨西班帽を頂き身に麻の外套を被り革製のズボン長靴を穿
ち，携帯品には防泥，鞍上革袋，銅盤大のキャンテーン，洋傘等なり，その得
々として銀髭をなびかし革鞭を挙げて馳聘する様は，宛なから斉藤別当実盛の
出陣に似たり」と，彼の的確な人物像を観察している。藤田領事代理との同行
関係については， 『東京経済雑誌j]に掲載された恒屋盛服『墨国探征日誌」に
詳細に述べられている（〔別表） 3.)。
また外務省雇根本 正がその『復命書」において，「現時ハ弊社ヲ代表スル
二，・ディ・ダプリュー・アップ・ジョンス氏（我領事雇）ヲ雇ヒ居レリ，同氏
Jヽ我社ノ為メニハ能ク尽力．シ且代言人ノ給料半額ヲ以テ足レリトス，又能ク農．
商工殖民大臣レアル氏二知ラレ尊敬セラルル人ナリ」と，チウァウァ州墨西斑
殖民及農業会社の総支配人アレキサンダー・エフ・マクドーナルドの語るとこ
ろを記しており39), メキシコにおいては，移民関係の面で著名人であったもの
とみられる。
ここでは彼の報告書をもとに，在メキシコ領事館との協力関係に注目しなが
ら，活動状況を追っていくことにしたい。
わが国の関係文献においても，彼の氏名の綴りは引用により異にしている。そのう
ち関係文書にみられる「ジョンス」「ジョンズ」「ジョーンズ」が，綴のうちで三つあ
り， D. W. Jones, G. W. Appjohns あるいは D.W. Apjones とするものか，い
ずれが正しいのか検討が必要である。 しかしこれ以上のことについては明らかでな
い。「御雇外国人」としてのアップジョンスの署名は，成田史料館所蔵の手紙にあり，
また在メキシコ領事館湿としてのアップジョンズの署名は，外務省外交史料館所蔵の
建野郷三宛の調査報告（原本）にみられるが，同一人物としての判定は困難である。
その理由は，明治11年8月31日の下総牧羊場官舎において強盗により，右手の負傷を
負ったため，署名が困難であったことによる。
39) 「チウアウア州墨国殖民及農業会社二関シクル談話」質問者 根本正 答弁者会社支
配人アレキサンダー，ェフ，マクドーナルド〔『殖民協会報告」第11号明治27年3月
収録〕 58ペー ジ。
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1)天産に関するジョンズの調査報告
1035 
現在日本において流布されたとみられるジョンズの報告書に，つぎのものが
ある。．
『墨西奇国天産二関ス）レ「ジョンス」氏ノ報告』 22ページ
千八百九十一年 月 日 デー・ダプリュ・ジョンス
特命全権公使建野郷三閣下
この報告は，明治24(1891)年8月28日付，特命全権公使建野郷三から，外
務大臣榎本武揚にあてた書翰（在米国公使通常報告第16号）に添付されていた
ものである。タテ長の用紙（オヒシオの大きさ）に青色でタイプした22枚の英
文の意見書（表紙には， 「墨其古殖民意見」 と題する仮表紙が添付する）であ
るが，それをわが国において忠実に翻訳したものとみられる。文末に1891(明
治24)年とあるが，月日を欠いているから同年の調査が明らかでないが，文中
に継続調査のことを記している部分があることから，明治23(1890)年か，ぁ
るいは少なくとも，通商条約が締結される明治21(1888)年以後の現地調査の
報告とみてよいであろう 40)0 
僅かに 22頁の小冊子からなるものではあるが， 文中（中略）（本文7頁）と
あるごとく，もとの報告書では大部のものにする予定であったものと推測され
40) 「墨西斑国二於ケル本邦移民関係雑件」〔三門八類二項十六号文書〕（外務省外交史料
館）のうち，
「墨国殖民二関スル意見害在米公使ヨリ提出之件」〔在米公使通常報告第十六号 明
治二十四年八月二十八日 外務大臣榎本武揚宛 在米国特命全権公使館建野郷三〕
「墨国殖民意見 本官痕キニ御国書奉呈ノ為メ畢国へ出張ノ靭同地在留米国人ジョー
ンス氏二出会シ日墨貿易，移住殖民其他両国間二成立ツヘキ経済上ノ関係ニッキ其意
見相尋候次第モ有之候処右二関シ今般別紙意見書壱通本官宛差出候間原書ヲ以テ供貴
覧候（後略）」
•「翻訳文 林訳，翻訳局長小林寿太郎（印），通商局長安藤太郎（印），榎本武揚外務
大臣（印），〔頭注）至急該書ヲ以昆繭版二仕立ベシ武揚」
報告第十六号付録「最其古殖民意見」（英文）
報告第十六号付録「1891年8月4日付 在メキシコ アップ，ジョーンス書簡（英文）
宛先記載無」
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る。そして「予力最初本問題ノ研究二着手シ第一回ノ意見書」であり， 「本書
ハ頗ル長編二渉Jレノ恐アルヲ以テ（中略）更二拡充補綴スル所ナカル可ラズ」
とあって，この意見書以後においても，継続して「意見書」のかたちとして報
告が提出されることになっていたらしい。作成の目的は，直接には文中に明ら
かでないが，米人にメキシコの知識を知らしめるよりも，日本政府に現地情報
を知らしめたいという意向を強くもっていたようであり， 「墨国ノ事情二就テ
ハ著述書類甚ダ多シト雖モ悉ク荒唐小説ノ類二過キズシテ実用二供シ難ヽン」と
し，「合衆国人民ハ墨班西国ノ内情二就テハ未ダ十分二研査セ民ルモノノ如シ」
てあるので， 「米人ノ等閑二付スル所ノ事項ヲ掲ゲテ太平洋ヲ隔ツJレ日本人ノ
気付ヲ喚起スル」ことであったとしている。意見の部分が公使館からの直接の
、調査依頼のなかに入っていたかは，文中では明らかではないが，文末では，手
紙の形式をとり，提出先は「特命全権公使建野郷三閣下」としている。
この報告書の内容は，農業の現地調査を主体としており，まずメキシコから
合衆国へ輸入される品目は，芭蕉実であるが，現在のところ他の中米諸国と比
較して金額的には多くはないとする。珈琲の栽培は，日陰を要するので昆麻樹
をともに栽培するのがよく，これら芭蕉・昆麻・珈琲の三植物を植付けるのが
最適であるとする。そして「投業資本取戻ノ迅速ナル」果物として，鳳梨（パ
イナップル）．橙（ダイダイ）．檸檬（レモン）をあげ，すぐに貿易品となり得
るとする。 この報告での目的は， 「当国二於テゴウモ投機ノ手段二依ラズ投機
（ママ）資本二対シ最大ナル利分（ママ）ヲ生ズル方法」を示すためにあると
し， 「鉱業ハ墨国ノ主要ナル業務ナルコトハ世間ノ能ク知ル所ナリト雖モー弗
ノ資本二就キ壱弗丈ノ前期ノ植物ヲ生ズルハ易キガ故二本報告ニハ鉱業ノ光景
ヲ深ク論ゼザルナリ」としている。
とくに珈琲の栽培については，合衆国駐割墨国公使ローメロー（ママ）の著
書からの抜粋であるが， 「墨国に於ける珈琲培養の費用及び産出」 として，第
一珈琲培養の費用，第二珈琲培養の産出，第三珈琲培養の利益を詳述してい
る。もっともこの部分は， 『墨国須知』では「第一年経費，第二年経費，第三
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年経費，第四年経費，珈琲産出珈琲栽培利益，第五年以後計画」と項目が改変
され転載されている (24~27ペー ジ）。
この報告書においては， さらに長編をなすことが予定されており， 「本書ハ
頗ル長編二渉ルノ恐アルヲ以テ地位及ビ地勢二係ル意見ハ追テ提出スル所ア）レ
ベシ」とし，ここでは一部要約の形をとっている。
なお，当然のこととして付属地図も付録されていたのであるが（付属ノ地図
ニ於テ）（本文5頁），邦訳では，その部分についても省略されている。
2)墨国殖民に関する探検報告書
この報告も政府に提出されたのち，翻訳のうえ，要約して出版されたもので
ある。
『墨国植民二関スル「ジョーンス」氏ノ探検報告』デ・ダプリュ・ジョーン’
ス
明治二十六年十一月二十七日印刷 同二十八日発行 64ページ
印刷兼発行者 外務省通商局第二課
外務省がメキシコヘの「日本国臣民ノ移住二適スルヤ否ヤ」「植民計画」を
作成するという目的で調査を依頼され， 「当共和国ノ諸州及ビ太平洋沿岸ノ諸
港」を， 「藤田氏及ビ其他ノ日本国紳士（藤田氏一行，他ノ委員諸氏，と本文
中にみえる個所あり）」の調査団に随行して「巡視探検」した結果を報告した
ものである。この調査担当者である藤田敏郎は，明治25(1892)年4月21日，
日本から派遣されて，サンフランシスコより汽車で南下してきた森尾茂助，恒
屋盛服，高野省三，榎本龍吉の 4人と，ベンソン Benson(アメリカ合衆国側
のメキシコ国境線の近くの駅）において領事代理藤田敏郎とともに落合い，殆
どの期間にわたって現地調査に同行しているが，旅行期間に 175日を要すると
いう長期間の調査であった。これは日本の殖民政策を具体化するための基礎的
調査の一部であった。のちの『領事報告』にみられる一連の用語をもってすれ
ば，「巡察（巡検，巡回，巡視）復命報告書」に属するものであるが，別紙A,
Bの冊子（恐らく総頁数は 600頁をこえるものであったらしい）が付属してい
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た。このとき彼に依頼されていた業務は，正式には『復命書』には， 「訳官」
と記しており，英仏西語に堪能な彼の主たる任務は， 「西語」から「英語」へ
の通訳が，仕事であったとみられるが，そのほかに，調査団の案内役，訪問先
への仲介，基礎的統計数字の収集と調査，巡回調査地の下準備などを兼ねてい
たものとみられる。
このような長期間にわたる任務であったため，その報告内容は，単なる現地
調査の報告だけに留まらず， 「先般巡視セシ諸地方ノ概況殊二此等ノ地方ハ日
本国臣民ノ移住二適スルヤ否ヤノ目的ヲ以テ陳述」されている。そして産物（
木綿・米・煙草・玉蜀黍．．穀類・珈琲・ 護誤），立地条件，土地利用情況，土
地所有と売買（売買契約），産物の運送と経路路（鉄道布設情況），港湾施設，
税関（アカプルコ），地方政情および風俗と歴史（人民状況），などからなって
いる。日本からの調査団の報告が単に耕作地のみの調査報告に終わっているこ
とからみて，彼独自の意図で報告がなされているものとみてよい。そして「印
匈種族ハ頑固ニシテ変スルコトナシ彼等ハ其古来ノ習慣風俗ヲ固守シテ離レザ
ルナリ」「令利ナル多数ノ移住民ノ来リ助クルニ非ラズンバ此国ノ進歩ハ遅々
トシテ進マザルヲ知｝レベシ」と，彼のメキシコに対する具体的な殖民の意見が
本文中の各処に於いて述べられている。
また殖民政策によるよりも， 海外貿易を優先させるべきであるとして， 「太
平洋沿岸ヨリ綿及ビ砂糖ヲ日本国ノ市場二送）レハ先ヅ第一ノ早道ナリ」として
いる。この意見は，のちにも日本の新聞への投稿，殖民協会宛の手紙でも強く
表明されている。
ただ彼の目的は，単なる殖民に適する現地調査だけに終結することなく，長
期的な殖民計画の提言に及んでいる。まず栽培品目については，米•砂糖・玉
蜀黍・煙草・木綿をあげており，またそのうち甘庶（ここではサトウキビを指
す），木綿，玉蜀黍， 煙草をあげて，その栽培の収支決算をし， さらにその殖
民地域は， 「予ハタバスコ及ビチアパス州内ニアリト信ズル， 降雨地方ハ全ク
巡視セシコトナシ，若シ植民計画ヲ実行サルルコトト定マリタル時ハ，当国ノ
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此地方ヲ探検スルコト最モ肝要ナリ」とし，「若シ日本国人二於テ植民ノ目的
ヲ以テー会社ヲ組織セント欲スルナレバ，広大ナルー地所ヲ求メザルハ勿論ナ
リ」， としてゴムを例にあげてその利用方法，栽培する土地，収益，などを検
討している。
ところが，この報告は要約された邦訳であり，もとの報告書には膨大な文書
が付属していたらしく， 「別紙(B)五百三頁二掲ゲタル」とあるごと<' もとは
大部の報告書であったようで，「此報告書中二列挙セシ事柄二就ハ実ニー書ヲ
著ハスコトヲ得Jレナリ」としているが，原報告書は未見である。
そして最後に， 「日本人ノ来ッテ此無限ナル伝来ノ遺産ヲ共二分取センコト
ヲ翼フナリ」と彼の希望意見を述べ，この調査報告は終わっている。
なお（別紙A号，別紙B号）が，文中に挿入されてはいるが，前述したごと
＜邦文では僅かの頁数に要約されているため，全文は収録されてはいない。
3)在メキシコ日本領事館とのジョンズ契約関係
外務省外交史料館に所蔵されている『在外公館外国人雇傭関係雑件」〔澳．
仏・独・露・墨） 〔三門（通商）九類（外国人移動）三項（雇傭））に，ア・ゾ
プジョンズの関係文書が収められている。
この関係文書はつぎの二件の文書からなっている。
―'・在墨府日本総領事室田義文より，外務次官林董宛，公信第三二号 明治
二十八年六月八日発信， 同年七月二日接受， 「ジョンズ三月一日より雇
入れ契約書丙号，和欧文写三通送付」
丙号訳文
丙号写（英文）
二，在墨府日本帝国弁理公使室田義文より，外務大臣男爵西徳次郎閣下宛，
公信第九号 明治三十一年一月八日発信， 同年二月四日接受，「当館元
雇米人ジョンス氏へ慰労金百円御贈与相成候旨昨年十一月二十五日付送
第九七号訓示，同氏よりの謝状差出候に付，差進申上候」
英文写（オヒシオの用紙にペン書き）
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西文写〔在墨府日本総領事館罫紙にペン書き）
この一連の文書には，それ以前の契約書類が残されておらず，完全なもので
はないが，この契約書の内容から判断されることは，アドバイサーとしての勤
務状況がわかる。そこで契約書の訳文をまず掲げる。
在墨府帝国総領事室田義文氏ハ外務大臣子爵陸奥閣下ノ命ヲ受ケ「デー・ダ
ブルユー・アップジョンス」氏ヲ在墨府日本帝国総領事館ノ「アドヴァイサ
ー」トシテ雇入二関シ双方間二左ノ契約ヲ締結ス
第一条 右雇入期限ハニケ年卜十ヶ月間ニシテ明治廿八年六月一日即チ千
八百九十五年六月一日二起リ明治三一年三月三一日即チ千八百九十八年三
月三一日二終ルモノトス
第二条 「デー・ダブルユー・アップジョンス」氏ハ日曜及大祭日ヲ除キ
毎日一時間乃至二時間ハ総領事館二出頭シ総領事又ハ其代理者ノ命ヲ受ケ
忠実二其職務二従事スベシ
第三条 帝国政府ハ何時ニテモ予告ヲ要セズ此契約ヲ破棄シ得ベヽン
第四条 「デー・ダプルユー・アップジョンズ」氏ハ此契約破棄セント欲
スルトキハ三ヶ月前二其旨ヲ総領事又ハ其代理者二予告スベシ
第五条 総領事館ハ「デー・ダブルユー・アップジョンス」氏ノ職務二対
シ其報酬トシテ毎月日本銀貨百円又ハコレト同価ノ貨幣ヲ支払フベシ
右証拠トシテ互二記名調印スルモノ也
墨府二於テ
明治廿八年六月一日
即チ千八百九十五年六月一日
帝国総領事 室田 義文手署
デー・ダブルユー・アップジョンス手署
ところが契約期限の明治31(1898)年3月1日までは勤務しておらず，明治
30 (1897)年11月25日以前の段階において， 「当館元雇米人ジョンス氏へ慰労
トシテ金百円御贈与相成候旨昨年十一月二十五日付送第九七号ヲ以テ御訓示之
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趣了悉右ハ御来示ノ趣意ヲ以テ」とあるので，すでにこの時点では退職してい
る。恐らく老齢のためか（推定， 66オ），健康上の理由によるものであろう。
このときには，すでに室田義文が赴任しているが，この契約されている 2年
10カ月の契約の下にあって，彼はどのような経済的行動をしたのであろうか。
それについては全く明らかでない。しかし現在，日本に残されている彼の報告
書には，前述のものが所蔵されている。ここで問題となるのは，これらの契約
との関係において，領事館雇としての契約時期の行動である。
〔表〕 6. 米人アップジョーンズ関係文書
題
?
年月 I収録文献
0 『墨西好国天産二関スル「ジョンス」氏ノ報告」 11891(明24)
0』墨国植民二関スル「ジョーンス」氏ノ探検報 1893 (明26)
ロ」明治26年11月27日外務省通商局第二課
〇在墨府ジョーンス氏ヨリ榎本会長宛来翰 (1894
年1月2日墨府二於テ）
0日本移民ヲシテ墨国二棉花ヲ栽培セシメル「ジ
ヨー ンズ」氏意見
1894 (明27)
1899 (明32)
晶鵬閉i
向り得。贔覇喜農，月
〔註〕現在，公表されているジョーンズ関係の文書をもって作表した。
それに明治30年以後におしヽて，アドバイサーとして契約するに際して，先任
者マセドキを解雇することで，アップジョンズとの雇傭契約を，締結すること
からみて，先任者が雇傭契約が締結されているため，別の形（前述の文書には
「雇」とみえ，契約に際してのアドバイサーとは異なるのではないか）での雇
傭契約が，メキシコ総領事館との契約の形で，ジョンズとの間に締結されたも
のとみるべきである。
ただアップジョンズ氏も，領事館との単なる雇傭契約だけに留まらず，明治
27 (1894)年12月には，元領事館雇の井上一男の帰朝に際して榎本武揚会長宛
の手紙を託し，「拙者儀ハ兼テヨリ日本国二対シ義務アリト弁へ居候折柄殖民
ノ義ハ閣下ノ好ンテ深ク御留意被為在候事ヲ存居候二付敢テ閣下ヲ煩ハシ左二
卑見ヲ開陳仕候」とし，何とか自己の意見を伝えたいとのことであった。手紙
の内容は，まず殖民事業の意義を楼々説明し，とくに木綿•砂糖の栽培と，そ
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の貿易を通じて本国で消費する原料を獲得できるとし，英国の殖民人口と対比
して五百万の人たちを二0年にわたって，メキシコ国沿岸および中央アメリカ
に殖民させるべきであるとする。もっともその効果の現れるのは，ニカラグァ
とホンジュラスの二国であり，現在建設中の両洋貫通運河に従事させる労働者
を派遣することが，適当な実例であるとしている。
また『時事新報」（明治32年8月16日付）に，意見書を投稿し，
〇日本移民をして墨国に棉花を栽培せしむるの意見
元墨国公使館雇米国人デー・ダプリュー・アプ・ジョーンス氏の日本労働
者を墨国に移住せしめ棉花を栽培せしむる意見書は左の如し
として，日本の資本と労力とをもって，墨国に棉花原料生産をし，日本で消費
する棉花をすべて墨国で供給することになれば，貿易することで両国間の航海
業を発達せしめ，さらに日本の人口過剰という問題を解決することになるとす
る。そして照会にたいしては充分回答することに労を惜しまないとしている。
これからみると，メキシコの現地調査において，領事館雇アップジョンズの
果たした役割は，藤田敏郎・（当時，領事代理）との在メキシコ領事館の初期の
段階における協力関係に留まり，のちは外務省派遣の現地調査によることが大
きかった。とくに外務省雇根本正は，メキシコ調査ののち，勢力的にプラジル
・ニカラグア・グァテマラなどの中南米各地の調査に赴いているし，またメキ
シコ政府との移民交渉にあたっている。それに現地での調査は，直接当該政府
関係者の援助をまって行なわれており，このような民間人の援助は必要としな
くなっていったのであろう。しかしながら彼の業績は，すべて領事報告に取り
入れられ，あるいは資料として利用されている。とくに行動をともにした藤田
敏郎の報告書には，その多くが引用されているのである。それがため明治27年
に，メキシコ殖民移住に努力を惜しまなかった領事代理藤田敏郎が，在メキシ
コ領事館を去ったのちは，総領事室田義文が着任することとなるが，現地の事
情に明るくなく，本国べの領事報告のための現地情報を収集することが充分行
い得なかったので，すでに実地調査の経験があり，かつ前任者の藤田敏郎との
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協力関係において，アップジョンズが顧問（アドバイサー）として迎えられる
ことになったのであろうと推測されるのである。
ただアップジョンズ自身は，日本政府のもとで発揮した牧羊事業のような殖
産興業における活動をメキシコでも果たすことができるような日本の体制がで
きることを期待したのであろう。しかしながら外国人雇傭による殖産興業の事
業は，在日当時から，全く変わっていたのである。そのため単なる調査結果か
らの日本政府への意見具申に終始せざるを得なかったのである。
6. 殖民への啓蒙活動
外務省通商局発行の『領事報告』は，定期的に民間に頒布されたから，これ
から得られる公式の海外貿易情報は，それぞれの目的に沿って，参考に供され
たかもしれない。ところが実際に『領事報告」は，とくにその目的に必要欠く
べからざる報告が掲載されており，熟読を要するものであるにかかわらず，関
係者のなかでも，ー読にさえ付されていないものもあった。
メキシコヘの殖民に際して，その当時，コーヒーの栽培がもっとも適当とす
る状況にあったため，その参考資料としての「珈琲培養法」が在メキシコ総領
事館より送付されてきたので，外務省は『領事報告』号外をもって民間に頒布
した。ところが「去ルニ十八年十二月在墨府帝国領事館ノ報告二係ル珈琲培養
法ノ如キ最モ有用ナルモノトシ我外務省二於テハ特二数千部ヲ印刷シ之レヲ有
志者二下付シクルニモ拘ハラス本殖民地二該報告—本ノ備ナキノミナラス現在
渡航者中嘗テ之レヲー読セシモノナシ」（『榎本子爵払下地巡回報告』）と，在
メキシコ弁理公使室田義文をして嘆かせる状況であった。この「珈琲培養法」
は，『通商彙築』号外をもって， 明治29(1896)年5月1日付で発行され，そ
れをさらに「殖民協会報告」第37,39号に分割して転載され，同年f?' 7月発
行された。これは一例ではあるが，実際には民間関係者に必要とする資料であ
り，頒布普及をはかったけれども，一般には，それほど『領事報告』に関心を
もたなかったのではなかろうか。
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しかし，このメキシコの殖民関係の情報はむしろ別の形式（復命書）での調
査報告によっている部分が多く，それの参照を一般の殖民指向者に要望してい
るのである。
たとえば，恒屋盛服『海外殖民論』は，版を重ねているけれども，これを読
むだけでは殖民地の情報を得ることは難しいので，著者は初版において， 「東
京地学協会会員仏人サルタール氏（墨西班国名営領事トナリテ我国二駐在ス）
及ヒ我桑港領事珍田氏モ客年墨国二至リ調査スル所アリ就テ質問セハ大二益ス
Jレ所アラン」とするのみであるが，再版においては， 「珍田桑港領事ノ墨国巡
回取調書，在墨府我領事官雇ジョンス氏ノ各報告書，藤田領事ノ墨国太平洋沿
岸諸州巡回報告，余力同行者卜共二外務大臣二報告ヽンタル墨国太平洋沿岸巡回
復命書，及ヒ余力東京経済雑誌紙上二掲ケタル墨国探征日誌，各処二於テナシ
タル演説二由テ既二明白ナレハ」としている。ただここでは『領事報告」につ
いては，「官報」に掲載され参照されるべきことも，触れてはいない。
このようなことから， まずここでは，その報告書（復命書）， あるいはその
調査担当者が，それに関連してどのように活動していたかについて，報告書を
基本として作表を試みた。
〔表〕 7. メキシコ殖民関係情報の収集とその民間への普及過程
情報掲載項目
〇星西奸国出張取調報告書（珍田捨巳）
外務省官房移民課
0 『墨西寄天産二関スル「ジョンス」氏ノ
報告』アップジョンズ
殖民情報の普及と関連記事
0「墨国叢報」（藤田敏郎）明治25年6月 0『官報」第2611,2630, 2636, 2638, 
13日外務省移民課 I 2645, 2676, 2677, 2680, 2684号明治25年
0『墨国須知」（藤田敏郎）明治25年8月3
日外務大臣官房移民課
3月17日～明治25年6月10日
0 『墨国太平洋沿岸諸州巡回報告』（藤田敏〇「墨国太平洋沿岸諸州巡回報告」藤田敏郎
郎）明治26年5月外務省官房移民課 『殖民協会報告」第1,2,3号明治26年
5,6,7月
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掲載項目 殖民情報の普及と関連記事
〇「墨国探征日誌」恒屋盛服「東京経済雑
誌」第27巻第639,660, 661, 663, 664, 
665, 666, 667, 669, 670 672, 673, 674 
676, 677, 678, 679号，釦8巻第681,683 
.684, 685, 686, 687, 690, 691,. 692, 693 
0『墨西班探検復命書」（橋口文蔵）明治 0墨西奸探検復書橋口文蔵（『殖民協会報
28年3月11日外務省通商局第二課 1 告」第23号明窟28年5月）
0「墨国移民要覧」明治28年6月5日外務
省通商局
0墨国移住民条例（『殖民協会報告」第26号
明治28年6月21日）
墨国土地条例（『殖民協会報告』第26号明
治28年6月21日）
0 「墨西寄国ノ歴史及現＾ノ状況」藤田敏郎
「東京地学協会報告」磁16年第4号明治28
年1-3月
0「根本氏墨国巡回報告」（明治29年12月17
日演説概要）（『殖民協会報告」第45号明治
03襦良贔久亜米利加紀行」根本正「東京地
学協会報告」第16年第4号明治28年1-3
月
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〔註〕とくに外務省の復命・報告書を中心に，殖民情報の収録過程とその民間への普及
をみるために作表した。
民間が刊行する出版物は，移民のための海外情報を求めるうえで，比較的よ
く読まれているものとみられるが，これがどの程度にまで流布していたかは，
まだ十分には明らかではない。ここでは，取敢えず当時，出版・演説による啓
蒙的普及活動がどのようなものであったかを，できる限り取り上げることにし
たい。
1)東海悦郎『墨西寄国近況一班，付記富国策」明治2年 出版者不明
54ページ
この小冊子は，メキシコについて書かれt~最も古いものの一つであろう。出
版者が不明であるが，内容からみて，時あたかもメキシコとの間に通商条約が
締結され，関心が深まったのを機会に，移民奨励を意図して書かれたとみられ
「該国は面積広大にして人口希少気候温和にして地味富映之に加るに海陸の物
産多く金銀珠玉の宝石に富める実に我交際国中無二の益国たるを以て現今我国
の急務たる富国策を講ぜんには最も適当たる一大金庫とも称すへき最上の美国
なり」としている。
2)虞李芽（ユイ・リ・フェン），清水都帰訳「墨国事情」 明治24年10月23
日磯野新 161ページ。
著者は，中国系のアメリカ人で，これを時局からみて翻訳することの意義を
認め，清水都帰が抄訳したものである。内容は，概説書の形式をとり，メキシ
コ全般の事情について執筆されている。その内容は目次によると，
第一米墨道上米境・墨境・墨西班中央鉄道・地形及都会
第二 往古及現今 古史ノ栄光・上古文明ノー班・徳育・・人性•本書ノ目的
・形勢ノ不利及進歩ノ阻礎
第三政治 諸州及州府・憲法及国会・民政上ノ大欠陥・大統領及内閣・政
況一班
第四 農業墨国ノ貧富二関スル両説・耕作方法・農産収穫
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第五鉄道鉄道ノ延長及補助金ノ困難・鉄路線路・鉄道営業
第六諸税及鉱業重税賦課ノ実例•財政・州税及附帯ノ負担・古今ノ鉱業
第七商業及工業商況・店頭商業・商品・借家・工場及職工
第八墨府 名山美景・墨谷・疏水ノ欠陥・大方地ノ天主堂・塔上ノ眺望・
花市・美人・諸官衝
第九街頭所見天気・服装ノ光彩•土人ノ衣食住・担水夫· 乞巧・売票者
• 海陸軍・馬上憲兵
第十 首府ノ秩序 酒店ノ法度・酒類酸造方法及其性質・警官及状師・古怪
ナル防火局・賃貸馬車営業上ノ厳例・馬車鉄道・郵便・電信電話及電
灯
第十一新聞雑誌緩慢ナル新聞紙・諸大新聞ノ政派及政策・定時出版
第十二少壮政治家 急激ノ政発・衆議院会期ノ景況・ヂアス，ミロン及学
生ノ全勝・凶器ヲ動カサルル改革ノ評論・自由党更始派
第十三新世界ノ伊太利国 遷客騒人ノ停脚場・遍歴漫遊者ノ大副湊・「ア
ステク」人種ノ美術・銀細工・蝋人形，羽細工，藁細エ・陶器及彫
刻
第十四 墨府人事ノー班宛然タル十八世紀ノ旅館・割烹店・市場・借家料
．婢僕雇傭・家内経済
第十五人倫及社会 欧土伝来ノ習俗・処女・欧種墨人ノ求婚策・淑女ノ容
貌及言行・婚礼・社会及生民
からなり，附録として日墨修好通商条約，墨国移住民条例を掲げているが，原
書にこれが最初から附載されていたか明らかでないが，内容からみて訳者によ
って付されたものであろう。なお墨国地図を付しているが，一部に漢名に用い
て，片仮名の長いのを簡略化している。
3) 「星西班西北部会社井二墨西寄西北部ノ発達』
〔蒟蒻版〕 66, 4頁 C国立公文書館所蔵〕
当時の複写技術による「蒟蒻版」をもって筆書謄写されたもので，文末に，
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1897 (明治30)年7月15日の日付があるので，その時点において東京で執筆，
配布されたものである。
その内容は，
緒言
紐サン新聞所載一章
覚書砂糖・棉花・玉蜀黍・小麦ら蜜柑
会社ノ作業
業務ノ目論見
．ヽ債券 ． 
からなるものであるが，この小冊子は，明治30年9月20日に樺山内務大臣官邸
か， 10月4日に帝国ホテルにおいて，配付された資料であろう。これは『殖民
協会報告」第53号（明治30年1月）に，「墨西班西北殖民会社」＇（配布資料と題
名変更）として掲載されている。その前文によると，
. : 「米国二帰化サレ半生ヲ北米合衆国カリホルニアニ寄セ同地二葡萄園ヲ開拓
（ママ）
：スル長沢哲氏ハ樺山内務大臣ノ紹介ニヨリ九月二十日紳士豪商数名卜同大臣
ノ官邸二会合セリ長沢氏ハ即チ本篇『墨西班西北会社及墨西寄西北部ノ発
：達』卜題スルモノヲ頒布シ新タニ殖民会社ヲ起シ金額百五十万弗ノ社債ヲ募
ラントノ旨ヲ陳述サレタリ当日臨席サレタルハ三井，＇岩崎ノ両氏ヲ始メ我榎
本会長モ参会セラレタリ十月四日前議ヲモッテ帝国ホテルヘ参集サレタルハ
岩崎弥之助，同久弥，渋沢栄一，益田孝，中上川彦次郎，大江卓，中野武営
等ノ諸氏ナリ我会長モ臨場種々協議サレクリ当時議題トシテ提出サレクルモ
・ノ即チ是也」
＇としており，内容は全く同じである。
なお外務省外交史料館所蔵文書〔三門八類二項六号）「墨西班国二於ケル本
邦移民関係雑件」に， 「長沢鼎井ジョン・ダプリウ・ロヴェル」 ヨリ提出シタ
ル墨西班西北会社井墨西寄西北部ノ発達卜題スル覚書
陳書）、本書ハ長沢鼎井「ジョンダブリウロヴエル」ナル者ヨリ提出シタル
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覚書ニジテ我移民奨励ノ為メ本省二於テ翻訳シ東京有志者数名二頒
布シタルモノナリ
とあるものが，これに相当するものである。
なおこの長沢鼎なる人物について，米国紐育「サン」新聞は，
'長沢氏ハ薩摩ノ人少フシテ藩ノ留学生トナリ森有礼氏等卜五代氏監督ノ下二
英国二赴キ拮据勉励学窓二起臥セシガ幾バクモナクシテ日本ノ天地ハ紛憂ノ
極二達シ分カレテ尊王攘夷トナリ開港佐幕トナリ内憂外患交々起リテ紛憂錯
乱窮極スル所ヲ知ラザリキ在レバ此紛乱ノ主導者トモ云フベキ薩藩ハ殆卜忙
殺セラレン許リニシテ又夕留学生等ヲ顧ミルノ退ナカリキ是二於テ長沢氏ノ
一行中ノ年少者ハ実二長沢氏ナリキ今日ノ如ク四通八達宇宙ヲ猶ホ狭シトナ
シ朝二倫敦ノ花ヲ眺メタニ巴里ノ付ヲ望ムノ世界的日本人ナラシメバ天涯万
里ノ孤客卜為ルモ敢テ患フベキ事ニアラザルベキモ当時二在テハ実二氏等一
行ノ外日本人ノ英国二在留スル者ナク鎖国的教育二夷秋卜蔑ミシ欧米人ノ外
亦夕目二入ル者ナク殊二在留日尚ホ浅ク善ク其事情二通ゼザル氏等一行ガ突
如トシテ学資ノ出所ヲ失ヒシコトナレバ其当時ノ哀情如何ナリシヤハ洵二推
スルニ余リアルナリ，然ルニ天ノ配慮頗ル妙ニシテ此時米人ノ宣教師ニシテ
ハリスナル者英京二在リ氏等一行ノ窮状ヲ開キイトド気ノ毒二思ヒテ氏等一
行ヲハ其故山ナル北米合衆国二伴ヒ帰リ自家ノ葡萄園ヲ耕作セシメ傍ラ学業
ヲ授ク懇切二氏等一行ヲ教訓セリ．
爾来氏等一行ハ長閑ケキ日月ヲ合衆国二送リシガ日本ハ維新中興ノ偉業成1J
テ天下再タビ静譴二帰シ材能アルノ士ハ抜擢セラレテ衣冠ヲ朱紫スルニ至レ
リ此ー行二達スルヤ森有礼等ノ諸氏ハリスノ許ヲ辞シテ日本二帰リシガ氏ハ
独リ残留シテハハリスト共二世外ノ人トナリ修学耕圃ノ中二永キ星霜ヲ送レ
リ斯クテ氏ハ全ク米人化セリ，自主独立ノ人トナレリ，然レドモ氏ハ素ヨリ
故国ヲ忘却スルガ如キ浮薄軽挑ノ人ニアラズ睫テ資ヲ貯ヘテカリホルニア州
二地ヲ購ヒ永年手慣レクル葡萄園ヲ開キテ精励其事二従ヒシカバ今ハ長沢鼎
氏ノ名米国到ル所二喧伝セラルルニ至レリ（後略）
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とする人物であった41)。なおこの殖民事業は，募集に成功しなかった。
4) 『東京経済雑誌』掲載関係記事
田口卯吉の主宰するこの雑誌に，収録されている関係記事は枚挙にいとまが
ないが，まず田口自身が意見として述べているものとして「殖民協会に提出せ
る建議」があり，風帆船に移民をのせ船上教育することを提案している42)。こ
れは明治26年4月11日の臨時評議員会に第五議案として提出されたものである
が，時期尚早ということで保留されている。ここでは『東京経済雑誌」に掲載
の主な記事を掲げることとし，そのほかの記事は（別表） 3. を参看されたい。
「墨西斑国勢一班」『東京経済雑誌』第466号 明治22年4月20日
この内容は，亜米里加州に於ける墨国の地位，国政一班，湊漢，風土人情(
気候・ 人種・殖民・教育・宗教）からなる簡単な要旨である。しかし条約の成
立を機会に，メキシコの一般的知識を普及することに役立つ記事とみられる。
．片山平三郎築訳「墨西寄事情」（墨国事情一班）『東京経済雑誌』第25巻第626,
627, 628, 629号，第26巻第630,631., 632, 633, 635号明治25年
片山平三郎纂訳「墨西班事情」（墨国古代史）『東京経済雑誌』第26巻第635,
636, 637, 638号明治25年
5) 竹沢太一•福田顕四郎・中村政通『墨西班探検実記」全 明治26年1月
2日 博文館 335ペー ジ。
南進論の一つとしての関係書としてあげられる鈴木経勲『南洋探検実記」
（博文館 明治25年7月）に続いて刊行された同名の啓蒙書であるが，非常に詳
細な調査（翻訳とみられるが，原典については不明）に基づいた事典とでもい
えるもので，明治20年代において，民間の出版では最も参考になるものの一つ
41) 『殖民協会報告」第52号 明治30年10月
0東方ノ楽園（毎日新聞）「米国紐育サン新聞」記事
（墨其古ノ新移民地）
42)田口卯吉「殖民協会に提出せる建議」『東京経済雑誌』第670号 明治26年4月15日
『鼎軒田口卯吉全集」第四巻経済（下）事実及政策 昭和3年12月20日 鼎軒田口卯
吉全集刊行会
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である。なお最後に，グァテマラに関する関係事項を付している。
その目次のついて，章節の一部編成変えして，以下掲げることにする。
緒論
第一編概括
地理（風土・地面及ヒ測量）・政体・法律・宗教及ヒ教育・歴史
・古跡・人情及ヒ其調査・殖民・労働及ヒ賃銀・国防（陸軍• 海
軍）・税関・租税•財政（歳出入・国債）・貨幣・造幣場・逓信事
務（郵便・電信）・度量衡•新聞紙・商業・農業（耕作・種畜）．
鉱山・鉱泉・地質・動物・植物・国産（製造• 酒・煙草・エ産）
・建築・絵画・寺院・ 劇場・音曲・踏舞・祭礼・格牛会・富簸・
店舗・典舗
第二編 内地探検
旅行（旅行ノ時期・旅行ノ方法・農業視察・鉱業視察・旅費・鉄
道・汽船・駅車・馬車鉄道・馬及ヒ随馬・通連・旅券・旅館併割
烹店）
都府及ヒ地方（順路・墨国鉄道・墨府及其近隣・墨国々立鉄道・
墨国中央鉄道・万国内陸太洋鉄道・墨国南部鉄道・モルレス鉄道
・「テウワンテペック」鉄道・「ソノラ」鉄道・米国及ヒ墨国太平
洋鉄道・「ニューヨーク」「テキサス」及ヒ墨国鉄道ー名，カウン
ト，ニールフェナール鉄道・「メキシコ」万国鉄道・「シナロア」
及ヒ「デュランゴ」鉄道・墨国距離表）
第三編 「グウアテマラ」共和国
地理・雑録・道路及市街
6)恒屋盛服『海外殖民論』初版明治24年8月12日 博聞社 345ページ
恒屋盛服「海外殖民論」再訂明治27年4月17日 博聞社 375ページ
ここでの著者恒屋盛服は亜細亜協会員の肩書で記されている。この著書は前
後編に分かれており，前編は殖民に対する一般的記事であるが，後編・各論の
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最初に，メキシゴを掲げている (89-:--123ページ）。初版においては，「墨西寄
国（未耕地払下代価，移住民条例）」（「未耕作地払下地価」は，すでに「墨国
須知』 110-112ページにみえる）からなり，ページ数も僅か 34ページである
が，とくに「墨西班国移住民条例」に，多くの紙数を割いている。再版において
は，著者らによる現地調査の結果によって，紙数は著しく増加して内容も豊富
になり， 「墨西寄国（地理・気候・人ロ・歴史・政治・言語宗教教育・財政商
業・貨制銀行・運輸交通・土地・殖民・土貨及生活・産物・意見）」 と細項目
にまで及んでいる。 これについて前文では， 「後編ハ実際二見聞シタル所ヲ参
酌シテ大二増補訂正シ殊二墨西班ノ章二至テハー新面目ヲナセリ」としてい
る。そして「余ハ森尾榎本高野ノ三氏卜共二墨国各地ヲ探検シ其得）レ所鮮少ナ
ラスト雖トモーニ粗ニシテーニ精ナルカ如キハ本書編成上二於テ許ササル所ナ
レハ墨国探検二関スル事項ハ他日別ニ一書二編シ以テ同好二頒タント欲ス」と
し，大略の記述に留めている。
7)榎本武揚「殖民協会設立に際しての演説」於芝紅葉館 明治26年 3月13
日
ここでの榎本武揚の演説は，明治26(1893)年3月13日に芝紅葉館での殖民
協会創立式に際して行なわれたものであるが，当日の参会者 200名に達し，非
常に盛会であった。ここに於いて殖民の地域を， メキシコに向けており，「東
隣なる墨西寄国太平洋の沿岸の地に向かって所謂定住移民を企つる見込なり」
としている。
この演説内容は，演説集としての図書として出版されるよりも早く， 『東京
経済雑誌』第27巻第666号（明治26年3月18日）に掲載されている。
この殖民協会は，機関誌『殖民協会報告』（明治32年 8月より，『殖民時報」
と改める）（月刊）を，形式的には「東京地学協会報告」に倣って発行してい
くのであるが，会長榎本武揚は，殖民の中心となる地域を最初からメキシコに
決定しているため，それに関係する記事が豊富に掲載されている。これについ
ては（別表） 2. に，メキシコ殖民関係記事のみの集成をし，殖民事業とともに
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記事がどのように変遷していくかについて列挙しておいた。
また時局の情勢に応じて演説が行われているが，これを速記録したものが，
僅かーカ月たらずの間に，出版されている。そのうち明治26年3月下旬に，主
として立憲改進党の錦輝館で演説されたもの，あるいはその他の会場で収録し
たものであるが，
『時局問題名士演説」第2集明治26年4月30日 辻岡文助金松堂
〇殖民協会に於て（榎本子爵）
〇墨西班探検談 （恒屋盛服）
に収録されている。
なおこの恒屋盛服の演説も，芝紅葉館で行われたものであるが，しかし明治
25年の現地調査報告を要約するものに過ぎない。しかし公的な立場での現地調
査報告が，逐次，あらゆる機会を通じて行われている。
但し出版状況から見ると，明治30年代に入って，メキシコヘの関心は著しく
薄れ，出版数も少なくなる傾向がみられた43)0 
8)テーラー著，井上一男訳「墨国二於ケル珈琲栽培』殖民協会 明治26年
12月 〔『殖民協会報告』第8号付録）
『墨国珈琲培養法』外務省通商局 明治29年5月 〔『通商彙築』号外〕
この二書は，メキシコ殖民に際して栽培されるべき資源植物であるために，
その栽培法について述べたものを，翻訳あるいは編集して，殖民者の参考に供
しようとしたものであった。そして関係者に抜刷して配布されたが，本項の最
初にも述べたように，実際には，殖民にも携帯されなかったし，参考にもされ
なかったようである。
43)これ以後，民間によるメキシコ関係の出版には，つぎのものがある。
『北米墨土斑殖民案内」 鎌田三之助 成功雑誌社 明治41年4月 186ペー ジ。
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